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◆
医
療
機
関
で
受
け
る
検
査
の
話

　
最
近
の
検
査
技
術
の
進
歩
は
、
め

さ
ま
し
い
も
の
で
、
病
気
の
予
防
、

診
断
、
治
療
に
広
！
、
活
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
医
帥
に
対
す
る
じ
ょ
う
ず
な
か
か

り
方
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
こ
れ
ら
検

査
を
合
理
的
に
受
け
、
ま
た
、
そ
、
の

成
績
を
じ
ょ
う
ず
に
取
り
扱
う
こ
と

を
考
え
ま
し
ょ
う
．

◆
検
査
は
大
切
な
こ
と
で
す

　
一
口
に
検
査
と
い
望
・
も
、
そ
の

中
に
は
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
や
心
電
図

の
よ
う
に
、
結
果
が
形
で
あ
ら
わ
れ

る
も
の
や
、
ま
た
血
液
の
検
査
の
よ

う
に
数
字
で
あ
ら
わ
さ
れ
る
も
の
な

ど
数
多
く
あ
り
ま
す
．

　
こ
れ
ら
の
数
字
は
、
そ
の
裏
に
い

ろ
い
ろ
な
音
心
味
が
含
ま
れ
て
い
て
、

そ
の
結
果
の
判
定
は
、
必
ず
し
も
容

よ
．
よ
．
よ
．
よ
．
人
．
∴
．
よ
．
人
．
∴
．
∴
．
∴
．
ム
．
∴
．
∴
．
∴
．
∴
．
∴
．
∴
．
∴
．
（
．
∴
．
∴
．
ム
．
（
．
∴
．
∴
．
∴
．
∴
．
∴
．
よ
．
ム
．
人
．
∴
．
∴
．
∴
．
∴
．
∴
．
∴
．
↓
．
〆

　　　　　　　Vの
　　　　　　　　　　　○
　　　　　　　てす
　　　　　　　　　　　　　　　ヵ条
　　　塗しい狸鰯イ

（1）　医師び芽旨示、のみ方を正しく守り主しょう．わ

　かド、ぬ、【焦t医師に柔くききましょう。

（2）以前副作用のあ’・たくすりは、必す事前に医師

　1こ矢ロド）せて才5き圭しょ〆｝。

（3〉くすりを飲んで異常に気づいたら（例えば発疹〉

　早く医師に報告しましょう。

ゆ　素人判断で勝手にゃめた1）、量を加減した・1し

　てはいけません。

個　2・）以上¢）科で診療をうける時は必ずそのむね

　を申し‘昌主しょう。

（6）子供び）くすりは、量、内容に大差かありま＋か

　ら絶対に他人び）くすllを使ってはいけません。

（7〉占くな・・たくすりを飲んではいけません。

（8）くすりの置き場所には十分注意しましょう．幼

　児び）手の届くと二ろにおいたために事故をおこす

　こと力三あります。

（9）妊娠しているときは申し出ましょう。

（⑥　くすりは万能ではありません。生活、食事その

　他4）注意｛，同時に大切です。
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易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
．
ま
た
、
検
査

は
一
度
受
け
れ
ば
よ
い
と
い
う
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
検
査
に
よ
っ
て
は
週
に
一
度
、
あ

る
い
は
月
に
一
回
と
繰
り
返
し
て
検

査
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
時
は
、
検
査
を
お
っ
く
う
が
ら

ず
に
受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◆
定
期
検
診
や
人
間
ド
ッ
ク
は
う
ま

　
く
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

　
健
康
診
断
に
は
学
校
、
工
場
、
会

社
の
定
期
健
康
診
断
や
、
保
健
所
が

中
心
と
な
つ
て
行
う
市
民
無
料
健
康

診
断
や
乳
幼
児
、
老
人
の
検
診
、
癌

の
検
診
な
ど
が
あ
り
、
ま
た
個
人
的

に
受
け
る
人
間
ド
ッ
ク
な
ど
が
あ
り

ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
検
診
を
機
会
あ
る
ご
と

に
う
ま
く
利
用
し
て
、
早
期
発
見
、

早
期
治
療
と
い
き
た
い
も
の
で
ず
．

　
ま
た
こ
れ
ら
の
成
績
は
、
で
き
る

だ
け
主
治
医
に
見
せ
て
、
あ
な
た
の

健
康
保
持
や
診
断
、
治
療
に
役
立
て

た
い
も
の
で
す
。

◆
検
査
と
治
療
は
な
る
べ
く
一
つ
に

　
検
査
は
治
療
上
の
方
針
を
た
て
る

に
も
、
治
療
の
効
果
を
確
か
め
る
た

め
に
も
非
常
に
大
切
で
す
。

　
検
査
を
他
で
受
け
る
と
き
は
、
現

在
か
か
っ
て
い
る
医
師
に
依
頼
状
を

書
い
て
も
ら
ジ
＼
返
事
は
写
真
と

と
も
に
詳
し
い
所
見
を
医
師
に
届
け

ら
れ
る
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

　
患
者
さ
ん
の
ほ
う
で
一
方
的
に
検

査
は
あ
ち
ら
、
治
療
は
こ
ち
ら
と
い

乙
φ
－
　
　
￥

　
貞

雛槻

う
医
師
の
か
か
り
方
は
決
し
て
じ
ょ

う
ず
な
か
か
り
方
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

ふ
だ
ん
か
ら
正
し
く

知
っ
て
お
い
て
ほ
し
い
こ
と

◆
ふ
だ
ん
の
体
温

正
常
範
囲
は
お
よ
そ

ω
乳
幼
児
～
小
学
生
　
　
三
十
七
・
四

度
位
ま
で

回
中
学
生
　
　
』
一
十
七
・
三
度
位
ま
で

内
成
人
　
　
三
十
六
・
九
度
位
ま
で

（
但
し
、
個
人
差
が
あ
り
ま
す
。
正

常
範
囲
内
で
の
体
温
の
上
下
は
病
気

で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

◆
体
質

ω
ぜ
い
ぜ
い
し
や
す
い
か

司
カ
ブ
レ
や
す
い
か

⑲
便
秘
し
や
す
い
か

目
熱
を
出
し
や
す
い
か

◆
性
格

◆
好
き
嫌
い
は
あ
る
か
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転
作
目
標
面
積
三
十
欝
上
回
る

　
毎
年
百
七
十
万
ト
ン
の
米
を
生
産
調
整
し
、
輸
入
に
た

よ
っ
て
い
る
主
要
穀
物
を
増
産
し
て
、
食
糧
の
自
給
化
を

図
ろ
う
と
し
て
は
じ
め
ら
れ
た
水
田
利
用
再
編
対
策
事
業

が
ス
タ
ー
ト
し
て
半
年
過
ぎ
ま
し
た
。

　
市
農
林
課
で
は
、
こ
の
ほ
ど
水
田
再
編
対
策
の
計
画
実

施
状
況
を
と
り
ま
と
め
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
農
家
の

皆
さ
ん
の
こ
協
力
に
よ
つ
て
、
十
日
町
市
の
転
作
目
標
面

積
百
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
対
し
、
百
四
十
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

約
百
三
十
響
の
達
成
率
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
．
新
潟
県
の
平
均
が
百
九
暫

で
す
か
ら
約
二
十
響
上
回
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
地
区
別
で
は
、
川
治
地
区
の
百
四
十
七
暫
を
筆
頭
に
全

地
区
で
目
標
を
達
成
し
ま
し
た
。
対
象
作
物
別
で
は
特
定

作
物
二
十
八
罰
、
永
年
作
物
O
・
五
罰
、
一
般
作
物
三
十
六

響
、
管
理
転
作
三
十
六
新
と
な
っ
て
お
り
、
個
々
の
作
物

で
は
大
豆
、
レ
ン
コ
ン
、
ソ
バ
ヘ
の
転
作
が
目
立
ち
ま
し

た
。
市
で
は
、
こ
の
結
果
を
来
年
度
の
面
積
配
分
や
限
度

数
量
の
配
分
、
今
後
の
農
業
政
策
に
生
か
し
て
い
く
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
市
の
水
田
利
用
再
編
対
策
の
基
本
的
な
考

え
方
と
、
各
地
区
の
転
作
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

地区別転作実績
（単位アール）

地区名 目標面積 転作計画面積 転作率

十日町地区 627 819 130．6％

川治地区 1，001 1，476 147．5

中条地区 1，811 2，549 140．7

六箇地区 525 641 122．1

吉田地区 2，842 3，484 122．6

下条地区 1，439 1，717 119．3

水沢地区 2，655 3，430 129．2

合　　計 10，900 14，116 129．5

轟

＊新潟県109％・95市町村が100％以上

90％以下6市町村

O
今
後
の
水
田
再

編
対
策
に
対
す
る

基
本
的
な
考
え
方

　
国
の
転
作
目
標
面
積
の
配
分
に
お

い
て
適
地
適
産
の
方
向
が
示
さ
れ
、

新
潟
県
は
良
質
米
生
産
県
と
し
て
認

め
ら
れ
て
い
ま
す
．
そ
の
中
で
も
魚

沼
地
域
は
良
質
米
の
代
表
的
な
産
地

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
良
質
米
の
生

産
を
地
域
農
業
の
基
幹
と
し
な
が
ら

も
、
水
稲
単
作
を
脱
し
、
米
プ
ラ
ス

（単位アール）

　
積
　
面
　
作
　
転

区
　
囁
工
男
幡
物

八
　
作

沢水たれさ作漸郵
畑
作
、
畜
産
等
の
安
定
し
た
生
産
性

大
の
高
い
複
合
経
営
型
の
農
業
を
め
ざ

　
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
国
・

　
県
の
水
田
利
用
再
編
対
策
の
制
度
事

　
業
と
あ
わ
せ
て
、
地
域
の
特
殊
性
を

　
考
慮
し
た
、
市
独
自
の
施
策
を
こ
う

　
じ
、
地
域
農
業
の
発
展
を
は
か
ろ
う

作　　　　　　物 面積 率

大 豆 2．351』 16．7％

そ は 944 6．6

1．特定作物
飼料作物
　　青　刈　稲

　690
（502）

4．9

（3．6）

3985 青刈とう｛、ろこし （86） （0．6）

（28．2％）
混　　播 （73） （0．5）

れんけ草　　他 （29） （0．2）

アスパラガス 33 0．2

H．永年作物 果樹（栗） 6 0．05
72 木本性作物 33 ，0．2

（0．5％） ｛∴
（13）

（20）

（o．09）

（（，．11）

野 菜 3，490 24．7

れんこん （1，111） （7．8）

かぼちゃ （489） （3．5）

キュウリ （154） （1．1）

皿．一般作物
トマト （87） （（1。6）

ナス
（80） （0．6）

5059 里イモ　他 （1，569） （11．1）

豆 類 46 0．3

（35．8％）
そ の　他 1，523 1〔）．8

養魚池 （857） （6．1）

植　林 （307） （2．2）

タバコ （263） （1．9）

タニシ　他 （96） （0．6）

IV．管理転作

5000 保 全　管　理 5，000 35．4

（35．5％）

と
し
て
い
ま
す
。

　
水
田
利
用
再
編
対
策
事
業
の
実
施

に
つ
い
て
は
、
そ
の
期
間
が
十
力
年

間
と
長
期
に
及
ぶ
こ
と
と
、
経
済
情

勢
や
国
・
県
の
政
策
あ
る
い
は
地
域

の
農
業
立
地
等
と
関
係
し
、
大
変
む

ず
か
し
い
問
題
が
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま

す
が
、
普
及
所
、
農
協
、
共
済
、
土

地
改
良
区
を
は
じ
め
、
国
・
県
そ
の

他
の
関
係
機
関
の
協
力
を
得
て
、
地

域
農
業
の
振
興
を
は
か
る
た
め
に
、

数
多
い
問
題
点
を
検
討
し
、
改
善
の

手
だ
て
を
加
え
、
ま
た
、
必
要
な
事

業
を
重
点
的
に
実
施
し
て
ゆ
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
．

当
面
実
施
を
考
え
る

　
　
　
　
　
　
市
の
制
度

臼D

水
田
利
用
再
編
対
策
特
別
融
資
事

　
業
…
…
…
転
作
面
積
に
応
じ
、
経

　
営
補
て
ん
資
金
の
貸
付
を
行
う
．

働
転
作
水
田
地
力
培
養
事
業

　
大
型
ト
ラ
ク
タ
ー
の
導
入
に
よ
り

　
転
作
水
田
の
深
耕
、
溝
堀
排
水
等

　
を
行
う
と
と
も
に
、
当
面
転
作
の

　
中
心
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
管
理

　
転
作
水
田
の
管
理
に
あ
て
る
。

圖
転
作
水
田
土
地
基
盤
整
備
（
排
水

　
事
業
）
…
湿
田
、
半
湿
田
の
排
水

　
を
行
い
転
作
可
能
の
畑
地
を
造
成

　
す
る
。

ω
種
苗
確
保
対
策
事
業

　
転
作
の
た
め
必
要
な
種
苗
の
確
保

㈲
近
代
化
施
設
共
同
利
用
推
進
事
業

　
転
作
作
物
の
生
産
に
必
要
な
近
代

　
化
施
設
の
共
同
利
用
の
推
進
事
業

㈲
飼
料
作
物
生
産
振
興
事
業

　
転
作
水
田
を
対
象
と
し
イ
＼
飼
料

　
用
作
物
を
畜
産
農
家
と
契
約
栽
培

　
を
推
進
す
る
．

ω
畑
作
振
興
事
業

　
将
来
地
城
の
銘
柄
作
目
と
し
て
定

　
着
を
め
ざ
す
作
目
を
中
心
に
畑
作

　
の
振
興
を
は
か
る
．

團
畜
産
振
興
事
業

　
畑
作
振
興
に
必
要
不
可
欠
の
地
力

　
増
進
と
複
合
経
営
類
型
の
一
環
と

　
し
て
畜
産
の
振
興
を
は
か
る
。

働
銘
柄
米
、
良
質
米
生
産
推
進
事
業

　
時
代
の
要
請
に
即
応
し
、
う
ま
い

　
米
、
良
質
米
の
推
進
を
は
か
り
、

　
当
地
域
を
良
質
米
、
銘
柄
米
の
産

　
地
と
し
て
の
位
置
づ
け
を
確
固
た

　
る
も
の
と
す
る

⑬
米
消
費
拡
大
の
推
進

ω
生
産
基
盤
の
整
備
推
進

⑬
そ
の
他
　
既
存
の
制
度
、
施
設
等

　
を
有
機
的
に
活
用
し
、
目
的
の
達

　
成
を
め
ざ
す
こ
と
に
し
て
い
ま
す
．

（第3種郵便物認可）昭和53年8月10日

とお∬ρ3（3）

管理水田にして保全管理（中条・下町）

　　　　　　　　　　　　　　　　　嚥『

　　　　　　　　　　　　　　　　嫉穫

　　　　　　　　　　　　　　　　6嬉麟
草とりが大変だて！（福島ヤスさん・水沢で）
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ハ
ス
田
に
転
作
（
中
条
・
上
原
）
　
　
　
　
　
　
圷

』崩　：則丁歴胞’⑤ぴ｛糧噴∫ソ、学軍鮮．一慨

嬢欝鶏
（上）6．26水害のツメあとが（中条・下島）

（左）収益の良いスズランに（珠川）

門・弼複合難辮属
7

、f年1鞭…醗鰯アスノ総大を
1　　上新田生越武好i灘　　大池高橋九平欝網・，銭　珠川金沢進
私も醗本できて・百姓で生一もりi醗、　イヤ『・今薩誰薗アスパラを6年前から
で　）ですけれども・二れiまど厳しく感じ1響　『Ψ詞亡しくて・忙…：麟取り入れてやつてますQ

飯、箒渤事簾灘窃きてよ鱒、落ちつ、、論乍顧、曇犠，軟羅欝り

はいです．でも食糧事情を考えるとそうばかi人に貸していたのを作ド）ないというんi　そこには、加工トワトとアスパラを作って

りも詠てられないし、米が余るという現実iだんが・版歩ぐらし・自分で畑にしてiいて・アスパラ1よ冬になつたら一ウスに入れ

がある、ノ）で、それを百姓がやド、ないというこi大豆・小豆・ハタイモ・スイカ・ナマiて、冬出し用にするつもりです。昨年の冬も

とになると大変な事も起きかオ、1ないし……。iスウリ・カボチャ・ユウゴウ・牧草・iやってみてメドはついています。こσ）転作で

板バサミですね。　　　　　　　　　　　　iゾバなんでも作一・てますよ。自家用でi3年後ぐらいに価格に影響がでてこなければ

　これからは、総合の複合経営でいかないとiす。牧草は、良く芽が出たんだどもこiいいがと心配しているんです。今年も品質の

食べていかれなくなりますね。基盤整備が遅iび）日照りでたえてしまった。　　　　iせいか値があがらないです。食べ方を研究し

れていますし、耕地が入1）くんでますから、i　今年のお盆には、奨励補助金の中間iて消費を増やさなければと思っています。家

交換分合などして、土地を一ヵ所にまとめてi払いで何を買おうかと思っています。iでは、ゆでるだけでなく油イタメやゴマあえ

整備する必要があると思います．　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　’天ぶらにして食べてます・うまいもんですよ



℃
q
℃

ωとお∬gお第3種郵便物認可）昭和53年8月10日

転
作
目
標
面
積
三
十
欝
上
回
る

　
毎
年
百
七
十
万
ト
ン
の
米
を
生
産
調
整
し
、
輸
入
に
た

よ
っ
て
い
る
主
要
穀
物
を
増
産
し
て
、
食
糧
の
自
給
化
を

図
ろ
う
と
し
て
は
じ
め
ら
れ
た
水
田
利
用
再
編
対
策
事
業

が
ス
タ
ー
ト
し
て
半
年
過
ぎ
ま
し
た
。

　
市
農
林
課
で
は
、
こ
の
ほ
ど
水
田
再
編
対
策
の
計
画
実

施
状
況
を
と
り
ま
と
め
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
農
家
の

皆
さ
ん
の
こ
協
力
に
よ
つ
て
、
十
日
町
市
の
転
作
目
標
面

積
百
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
対
し
、
百
四
十
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

約
百
三
十
響
の
達
成
率
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
．
新
潟
県
の
平
均
が
百
九
暫

で
す
か
ら
約
二
十
響
上
回
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
地
区
別
で
は
、
川
治
地
区
の
百
四
十
七
暫
を
筆
頭
に
全

地
区
で
目
標
を
達
成
し
ま
し
た
。
対
象
作
物
別
で
は
特
定

作
物
二
十
八
罰
、
永
年
作
物
O
・
五
罰
、
一
般
作
物
三
十
六

響
、
管
理
転
作
三
十
六
新
と
な
っ
て
お
り
、
個
々
の
作
物

で
は
大
豆
、
レ
ン
コ
ン
、
ソ
バ
ヘ
の
転
作
が
目
立
ち
ま
し

た
。
市
で
は
、
こ
の
結
果
を
来
年
度
の
面
積
配
分
や
限
度

数
量
の
配
分
、
今
後
の
農
業
政
策
に
生
か
し
て
い
く
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
市
の
水
田
利
用
再
編
対
策
の
基
本
的
な
考

え
方
と
、
各
地
区
の
転
作
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

地区別転作実績
（単位アール）

地区名 目標面積 転作計画面積 転作率

十日町地区 627 819 130．6％

川治地区 1，001 1，476 147．5

中条地区 1，811 2，549 140．7

六箇地区 525 641 122．1

吉田地区 2，842 3，484 122．6

下条地区 1，439 1，717 119．3

水沢地区 2，655 3，430 129．2

合　　計 10，900 14，116 129．5

轟

＊新潟県109％・95市町村が100％以上

90％以下6市町村

O
今
後
の
水
田
再

編
対
策
に
対
す
る

基
本
的
な
考
え
方

　
国
の
転
作
目
標
面
積
の
配
分
に
お

い
て
適
地
適
産
の
方
向
が
示
さ
れ
、

新
潟
県
は
良
質
米
生
産
県
と
し
て
認

め
ら
れ
て
い
ま
す
．
そ
の
中
で
も
魚

沼
地
域
は
良
質
米
の
代
表
的
な
産
地

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
良
質
米
の
生

産
を
地
域
農
業
の
基
幹
と
し
な
が
ら

も
、
水
稲
単
作
を
脱
し
、
米
プ
ラ
ス

（単位アール）

　
積
　
面
　
作
　
転

区
　
囁
工
男
幡
物

八
　
作

沢水たれさ作漸郵
畑
作
、
畜
産
等
の
安
定
し
た
生
産
性

大
の
高
い
複
合
経
営
型
の
農
業
を
め
ざ

　
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
国
・

　
県
の
水
田
利
用
再
編
対
策
の
制
度
事

　
業
と
あ
わ
せ
て
、
地
域
の
特
殊
性
を

　
考
慮
し
た
、
市
独
自
の
施
策
を
こ
う

　
じ
、
地
域
農
業
の
発
展
を
は
か
ろ
う

作　　　　　　物 面積 率

大 豆 2．351』 16．7％

そ は 944 6．6

1．特定作物
飼料作物
　　青　刈　稲

　690
（502）

4．9

（3．6）

3985 青刈とう｛、ろこし （86） （0．6）

（28．2％）
混　　播 （73） （0．5）

れんけ草　　他 （29） （0．2）

アスパラガス 33 0．2

H．永年作物 果樹（栗） 6 0．05
72 木本性作物 33 ，0．2

（0．5％） ｛∴
（13）

（20）

（o．09）

（（，．11）

野 菜 3，490 24．7

れんこん （1，111） （7．8）

かぼちゃ （489） （3．5）

キュウリ （154） （1．1）

皿．一般作物
トマト （87） （（1。6）

ナス
（80） （0．6）

5059 里イモ　他 （1，569） （11．1）

豆 類 46 0．3

（35．8％）
そ の　他 1，523 1〔）．8

養魚池 （857） （6．1）

植　林 （307） （2．2）

タバコ （263） （1．9）

タニシ　他 （96） （0．6）

IV．管理転作

5000 保 全　管　理 5，000 35．4

（35．5％）

と
し
て
い
ま
す
。

　
水
田
利
用
再
編
対
策
事
業
の
実
施

に
つ
い
て
は
、
そ
の
期
間
が
十
力
年

間
と
長
期
に
及
ぶ
こ
と
と
、
経
済
情

勢
や
国
・
県
の
政
策
あ
る
い
は
地
域

の
農
業
立
地
等
と
関
係
し
、
大
変
む

ず
か
し
い
問
題
が
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま

す
が
、
普
及
所
、
農
協
、
共
済
、
土

地
改
良
区
を
は
じ
め
、
国
・
県
そ
の

他
の
関
係
機
関
の
協
力
を
得
て
、
地

域
農
業
の
振
興
を
は
か
る
た
め
に
、

数
多
い
問
題
点
を
検
討
し
、
改
善
の

手
だ
て
を
加
え
、
ま
た
、
必
要
な
事

業
を
重
点
的
に
実
施
し
て
ゆ
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
．

当
面
実
施
を
考
え
る

　
　
　
　
　
　
市
の
制
度

臼D

水
田
利
用
再
編
対
策
特
別
融
資
事

　
業
…
…
…
転
作
面
積
に
応
じ
、
経

　
営
補
て
ん
資
金
の
貸
付
を
行
う
．

働
転
作
水
田
地
力
培
養
事
業

　
大
型
ト
ラ
ク
タ
ー
の
導
入
に
よ
り

　
転
作
水
田
の
深
耕
、
溝
堀
排
水
等

　
を
行
う
と
と
も
に
、
当
面
転
作
の

　
中
心
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
管
理

　
転
作
水
田
の
管
理
に
あ
て
る
。

圖
転
作
水
田
土
地
基
盤
整
備
（
排
水

　
事
業
）
…
湿
田
、
半
湿
田
の
排
水

　
を
行
い
転
作
可
能
の
畑
地
を
造
成

　
す
る
。

ω
種
苗
確
保
対
策
事
業

　
転
作
の
た
め
必
要
な
種
苗
の
確
保

㈲
近
代
化
施
設
共
同
利
用
推
進
事
業

　
転
作
作
物
の
生
産
に
必
要
な
近
代

　
化
施
設
の
共
同
利
用
の
推
進
事
業

㈲
飼
料
作
物
生
産
振
興
事
業

　
転
作
水
田
を
対
象
と
し
イ
＼
飼
料

　
用
作
物
を
畜
産
農
家
と
契
約
栽
培

　
を
推
進
す
る
．

ω
畑
作
振
興
事
業

　
将
来
地
城
の
銘
柄
作
目
と
し
て
定

　
着
を
め
ざ
す
作
目
を
中
心
に
畑
作

　
の
振
興
を
は
か
る
．

團
畜
産
振
興
事
業

　
畑
作
振
興
に
必
要
不
可
欠
の
地
力

　
増
進
と
複
合
経
営
類
型
の
一
環
と

　
し
て
畜
産
の
振
興
を
は
か
る
。

働
銘
柄
米
、
良
質
米
生
産
推
進
事
業

　
時
代
の
要
請
に
即
応
し
、
う
ま
い

　
米
、
良
質
米
の
推
進
を
は
か
り
、

　
当
地
域
を
良
質
米
、
銘
柄
米
の
産

　
地
と
し
て
の
位
置
づ
け
を
確
固
た

　
る
も
の
と
す
る

⑬
米
消
費
拡
大
の
推
進

ω
生
産
基
盤
の
整
備
推
進

⑬
そ
の
他
　
既
存
の
制
度
、
施
設
等

　
を
有
機
的
に
活
用
し
、
目
的
の
達

　
成
を
め
ざ
す
こ
と
に
し
て
い
ま
す
．
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はいです．でも食糧事情を考えるとそうばかi人に貸していたのを作ド）ないというんi　そこには、加工トワトとアスパラを作って

りも詠てられないし、米が余るという現実iだんが・版歩ぐらし・自分で畑にしてiいて・アスパラ1よ冬になつたら一ウスに入れ

がある、ノ）で、それを百姓がやド、ないというこi大豆・小豆・ハタイモ・スイカ・ナマiて、冬出し用にするつもりです。昨年の冬も
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食べていかれなくなりますね。基盤整備が遅iび）日照りでたえてしまった。　　　　iせいか値があがらないです。食べ方を研究し

れていますし、耕地が入1）くんでますから、i　今年のお盆には、奨励補助金の中間iて消費を増やさなければと思っています。家

交換分合などして、土地を一ヵ所にまとめてi払いで何を買おうかと思っています。iでは、ゆでるだけでなく油イタメやゴマあえ
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今
、
農
業
が
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
中
で
、
水
田
利
用
再
編
対

策
が
は
じ
め
ら
れ
、
み
な
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
転
作
計
画
を
た
て
て
取
り
く
ん

で
お
ら
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
今
日
は
、
市
内
の
専
業
農
業
青
年
の
集
ま
り
で
あ
り
ま
す
、
G
・
H
・
F
の

み
な
さ
ん
か
ら
、
そ
れ
に
対
す
る
考
え
方
や
、
今
後
の
農
業
経
営
の
取
り

く
み
方
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。

　
金
沢
　
私
の
経
営
は
、
水
田
丁
五

㎞
、
加
工
ト
マ
ト
、
ユ
リ
、
ス
ズ
ラ

ン
、
長
イ
モ
な
ど
の
複
合
経
営
で
す
。

転
作
は
八
畝
ほ
ど
で
大
豆
を
作
り
ま

し
た
。
ち
ょ
う
ど
大
型
機
械
を
入
れ

て
米
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
い
た
時
だ

っ
た
の
で
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
．

　
関
ロ
　
私
は
、
前
の
減
反
の
時
か

ら
や
っ
て
い
た
の
で
、
シ
ヨ
ッ
ク
も

受
け
ま
せ
ん
で
し
た
、
今
年
は
人
の

田
を
借
り
て
転
作
し
た
の
で
経
営
規

模
が
増
え
た
こ
と
に
な
り
ま
す
．

　
場
所
や
市
に
よ
っ
て
は
転
作
の
方

法
が
違
っ
て
い
た
よ
う
に
聞
い
て
い

ま
す
。
た
と
え
ば
、
条
件
の
悪
い
所

は
杉
な
ど
に
転
作
し
て
、
平
場
の
条

件
の
良
い
所
は
残
こ
す
よ
う
に
し
て

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る　　　　　　　　　　　　　　　　　　語

　　　　　　　　　　　　　　　　を

　　　　　　　　　　　　業　　　　　　　　　農

　　　　　　　盆

　　　　蒙　　　煮

今

角S
い
た
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い

の
で
す
か
。

ー
こ
れ
は
国
の
施
策
で
す
の
で
そ

う
い
う
こ
と
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
市
と
し
て
は
、
公
平
を
き
す
た
め

に
個
々
の
農
家
に
平
均
割
を
し
て
転

作
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
基
本
的
に

は
集
団
で
の
転
作
と
い
う
の
が
今
回

の
政
策
の
趣
旨
で
す
。
市
内
で
も
部

落
の
割
り
あ
て
全
部
を
数
人
で
引
き

う
け
て
転
作
し
、
他
の
人
は
転
作
し

な
か
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

　
金
井
　
私
は
、
経
営
の
主
体
が
酪

農
な
の
で
そ
れ
ほ
ど
影
響
は
受
け
ま

せ
ん
で
し
た
。
ち
ょ
う
ど
転
換
期
だ

っ
た
し
、
四
反
二
畝
ほ
ど
飼
料
作
物

の
ト
ゥ
モ
・
コ
シ
に
転
作
し
ま
し
た
．

　
酪
農
家
と
し
て
は
減
反
で
ワ
ラ
が

す
く
な
く
な
る
の
が
困
り
ま
す
。
今

年
の
転
作
割
り
あ
て
が
、
向
う
三
年

間
続
け
ら
れ
る
と
い
う
の
は
ど
う
い

う
こ
と
で
す
か
。

　
　
今
回
の
水
田
利
用
再
編
対
策
は

米
作
中
心
か
ら
畑
作
に
転
換
を
は
か

り
、
畑
作
物
の
自
給
率
の
向
上
を
は

し
　金沢さん　関口さん　金井さん　生越（利）さん

か
ろ
う
と
い
う
政
策
で
す
．
国
は
お

お
む
ね
十
年
問
と
い
う
長
期
計
画
を

た
て
て
い
ま
す
　
そ
の
第
］
期
と
し

て
昭
和
五
十
五
年
ま
で
の
三
年
間
、

毎
年
百
七
十
万
ト
ン
の
米
を
生
産
調

整
し
な
が
ら
畑
作
物
に
転
作
し
て
ゆ

こ
う
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。

牧
草
を
作
り
ま
し
た

　
生
越
㈲
　
豚
が
主
体
弔
＼
今
、
四

百
五
十
頭
く
ら
い
飼
っ
て
い
ま
す
。

田
ん
ぼ
は
あ
ま
り
や
っ
て
い
な
い
し

労
働
力
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
減
反
は
こ
た
え
ま
せ
ん
で
し

た
．
転
作
は
養
豚
と
の
関
連
も
考
え

て
飼
料
用
に
牧
草
を
つ
く
り
ま
し
た
。

　
一
つ
の
大
き
な
時
代
の
流
れ
な
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
山
田
　
最
初
に
転
作
の
話
を
聞
い

た
と
き
に
は
、
や
は
り
お
も
し
ろ
く

な
い
な
あ
と
思
い
ま
し
た
ね
．
転
作

は
ソ
バ
を
予
定
し
て
い
ま
す
．
作
り

た
い
と
も
思
っ
て
い
た
し
、
売
る
つ

も
り
は
な
く
て
自
家
用
で
す
．
私
は

今
の
と
こ
ろ
経
営
規
模
を
大
き
く
す

る
つ
も
り
は
な
い
の
で
す
が
、
こ
れ

か
ら
の
農
業
縁
大
き
く
や
ら
な
い
と

駄
目
だ
と
い
う
気
が
す
る
し
、
そ
の

へ
ん
が
こ
れ
か
ら
の
私
の
課
題
で
す
。

　
鈴
木
　
転
作
の
会
議
に
は
最
初
か

ら
何
回
も
出
ま
し
た
が
、
そ
の
時
に

感
じ
た
の
は
、
農
家
と
役
所
と
の
連

絡
は
い
つ
も
密
に
し
て
お
い
て
欲
し

い
と
い
う
こ
と
で
す
．
私
は
養
蚕
が

主
体
な
の
で
水
田
が
す
く
な
く
な
っ

て
も
あ
ま
り
影
響
は
な
い
し
、
か
え

っ
て
桑
園
に
切
り
か
え
て
増
や
し
た

い
と
思
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
桑
園

は
土
地
を
選
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
う
ま
く
ゆ
き
ま
せ
ん
。
珠
川
の

養
蚕
農
家
は
以
前
柔
り
す
く
な
く
な

っ
た
の
で
す
が
、
土
地
利
用
が
水
田
、

畑
作
、
養
蚕
と
わ
か
れ
て
き
つ
つ
あ

り
仕
事
し
や
す
い
土
地
条
件
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
養
蚕
農
家
と
し
て

は
大
先
輩
も
お
ら
れ
ま
す
し
非
常
に

刺
激
に
な
っ
て
い
ま
す
．
で
も
農
業

は
む
ず
か
し
い
で
す
。

　
大
渕
　
切
花
の
菊
を
作
っ
て
い
ま

す
の
で
転
作
そ
の
も
の
は
ス
ム
ー
ス

に
ゆ
き
ま
し
た
が
、
田
ん
ぼ
も
増
や

そ
う
か
な
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
だ

っ
た
の
で
弱
り
ま
し
た
。
田
ん
ぼ
と

畑
と
は
土
の
質
が
違
う
し
、
こ
の
前
の

水
害
で
だ
い
ぶ
や
ら
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
菊
づ
く
り
も
ま
だ
は
じ
め
た

ば
か
り
だ
し
、
良
い
苗
も
な
い
し
、

腕
も
良
く
な
い
の
で
ま
だ
あ
ん
ま
り

儲
か
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
で
す
。

　
高
橋
　
私
は
、
畑
が
一
・
五
㎞
、
水

田
が
五
十
五
a
ほ
ど
で
畑
作
中
心
の

経
営
を
し
て
い
ま
す
が
、
野
菜
は
価

格
の
変
動
が
は
け
し
く
て
．
不
安
定
な

面
が
あ
る
の
で
米
も
大
事
に
し
た
い

と
思
っ
て
い
主
す
、
今
回
転
作
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
に
は
い
ろ

い
ろ
む
ず
か
し
い
問
題
が
あ
る
の
で

し
ょ
う
か
、
そ
の
背
景
も
考
え
て
み

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
生
越
㈲
　
六
a
ほ
ど
転
作
し
て
キ

ュ
ウ
リ
を
作
っ
て
い
ま
す
．
私
の
生

ま
れ
た
と
こ
ろ
は
山
形
県
の
水
田
単

作
地
帯
で
す
の
で
米
が
余
っ
た
と
い

う
の
は
大
問
題
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　
郡
市
内
の
山
ぞ
い
の
と
こ
ろ
に
行

く
と
ス
ス
キ
の
生
え
て
い
る
土
地
を

良
く
見
か
け
ま
す
．
た
ぶ
ん
先
祖
が

苦
労
し
て
開
い
て
く
れ
た
土
地
の
は

ず
な
の
で
す
が
、
こ
の
前
、
休
耕
し

た
時
に
そ
の
ま
ま
荒
さ
れ
て
し
ま
っ

た
の
で
し
ょ
う
．
畑
作
で
も
稲
作
で

も
転
作
さ
れ
れ
ば
良
い
の
で
す
が
、

作
物
が
作
れ
る
土
地
だ
っ
た
の
が
自

然
消
滅
し
て
昔
に
も
ど
っ
て
し
ま
う
。

　
自
分
で
こ
れ
か
ら
農
業
を
や
ろ
う
と

思
っ
て
い
る
時
に
そ
う
い
う
土
地
を

見
る
の
は
一
番
切
な
く
感
じ
ま
す
．

　
山
ロ
　
私
の
と
こ
ろ
は
そ
菜
専
門

な
の
で
転
作
そ
の
も
の
は
ス
ム
ー
ス

に
受
け
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。
夏
ダ
イ

コ
ン
、
ア
ス
パ
ラ
、
加
工
ト
マ
ト
な

　
ど
出
荷
し
て
い
る
の
で
す
か
、
こ
の

　
転
作
で
他
の
農
家
が
市
場
に
出
し
て

　
き
た
り
、
自
家
用
の
野
菜
を
作
り
だ

　
し
た
の
で
売
れ
な
く
な
口
て
、
前
よ

　
り
も
価
格
が
ト
か
っ
て
赤
字
に
な
る

　
の
で
は
な
い
か
と
心
配
し
て
い
ま
す
。

　
　
こ
れ
以
上
転
作
を
き
び
し
く
し
て
、

ん
そ
菜
農
家
が
圧
迫
さ
れ
な
い
柔
う
に

陪
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
．

課

大
今
年
の
米
の
品
質
は
？

猷木
　
　
葉
葺
　
家
族
み
ん
な
で
稲
と
タ
バ

鈴
コ
を
作
り
て
い
ま
す
．
両
方
と
も
価

ん
格
が
安
定
し
て
“
る
の
で
や
り
や
す

さ
田
か
っ
た
の
で
す
か
、
こ
う
い
う
状
況

山
に
な
る
と
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
．
で

　
も
米
の
消
費
量
は
落
ち
て
い
る
し
、

　
し
か
た
が
な
い
と
言
え
ば
し
か
た
な

　
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
…
…

　
　
転
作
は
牛
窒
．
一
頭
飼
っ
て
い
る
の

　
で
自
家
飼
料
用
に
牧
草
を
つ
く
り
ま

　
し
た
。

　
　
今
年
は
、
米
の
等
級
が
一
等
か
ら

　
三
等
ま
で
で
、
今
ま
で
の
］
等
か
ら

　
『
．
↓
等
が
全
部
一
等
に
な
る
の
で
す
か

　
ら
米
の
品
質
と
い
う
こ
と
に
な
る
と

　
相
当
落
ち
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
田
中
　
私
の
部
落
は
姿
で
す
が
部

　
落
で
の
転
作
そ
の
も
の
は
ス
ム
ー
ス

　
に
行
き
ま
し
た
．
し
か
し
、
仲
間
で

　
田
ん
ぼ
を
何
町
歩
も
作
っ
て
本
気
で

　
米
づ
く
り
を
し
よ
う
と
し
て
い
た
者

　
に
と
っ
て
は
シ
ヨ
ッ
ク
だ
っ
た
よ
う

　
で
す
．
そ
う
い
う
農
家
は
減
反
の
割

　
り
あ
て
も
多
い
し
、
昨
年
土
地
を
買

　
っ
て
、
機
械
も
そ
ろ
え
て
、
さ
あ
や

　
る
か
と
い
う
時
だ
っ
た
だ
け
に
大
変

　
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
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転
作
し
た
も
の
か
ら
収
益
を

　
金
井
　
転
作
し
て
も
良
い
の
だ
け

れ
ど
も
、
転
作
し
た
も
の
の
中
か
ら

収
益
を
あ
げ
て
、
自
分
達
の
生
活
を

守
っ
て
ゆ
か
な
け
れ
は
な
ら
な
い
。

そ
う
す
る
に
は
田
と
畑
イ
、
k
は
土
地
の

条
件
か
違
う
の
で
う
ま
く
ゆ
か
な
い

し
、
水
沢
の
あ
た
り
で
シ
コ
ク
ビ
エ

を
作
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
る
が
失
敗
し

て
い
る
．
そ
の
へ
ん
の
裏
付
け
に
な

る
政
策
か
欲
し
い
、

ー
市
で
は
、
そ
の
へ
ん
を
考
え
て

水
田
を
畑
に
す
る
場
合
に
は
水
田
畑

地
化
排
水
事
業
に
対
す
る
補
助
制
度

を
設
け
て
い
ま
す
し
、
水
田
利
用
再

編
対
策
の
融
資
事
業
と
し
て
五
十
万

円
ま
で
経
営
資
金
の
貸
付
け
を
お
こ

な
っ
て
い
ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
大
渕
市
で
は
、
今
後
の
転
作
で

何
を
作
っ
た
ら
良
い
と
考
え
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。

ー
基
本
的
に
は
今
ま
で
の
水
稲
単

作
を
脱
し
て
、
米
プ
ラ
ス
畑
作
、
あ

る
い
は
米
プ
ラ
ス
畜
産
と
い
っ
た
よ

う
な
安
定
し
た
生
産
性
の
高
い
複
合

経
営
を
め
ざ
し
て
い
る
わ
け
で
す
．

今
、
皆
さ
ん
が
と
ら
れ
て
い
る
よ
う

な
経
営
形
態
で
す
ね
．
そ
こ
で
今
後

何
を
転
作
し
た
ら
柔
い
か
と
い
う
こ

と
で
す
が
、
い
ち
が
い
に
言
え
な
い

む
ず
か
し
い
問
題
が
あ
り
ま
す
。
タ

バ
コ
、
加
工
ト
マ
ト
、
ホ
ッ
プ
な
ど

は
一
部
生
産
制
限
の
動
き
が
あ
り
ま

す
。
食
糧
の
自
給
率
か
ら
言
え
ば
大

豆
や
ソ
バ
は
ほ
と
ん
ど
輸
入
品
で
す
。

ど
ん
な
作
物
、
ど
ん
な
経
営
形
態
が

適
し
て
い
る
か
、
将
来
性
が
あ
る
か
、

を
農
家
の
皆
さ
ん
と
検
討
し
、
市
場

性
が
あ
っ
て
収
益
の
高
い
安
定
性
の

あ
る
基
幹
作
物
を
選
択
し
て
ゆ
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
山
ロ
　
私
は
、
今
ア
ス
パ
ラ
を
作

っ
て
い
て
新
潟
の
市
場
に
出
し
て
い

る
の
で
す
が
、
そ
ろ
そ
ろ
い
っ
ぱ
い

に
な
っ
て
き
て
い
て
こ
れ
以
上
に
な

る
と
価
格
が
ド
が
る
心
配
が
あ
り
ま

す
。　
関
ロ
　
一
つ
の
品
目
に
は
決
め
ら

れ
な
い
の
で
は
な
い
か
。
決
め
ら
れ

た
品
目
が
安
く
な
っ
て
し
ま
う
。

　
生
越
㈲
　
根
は
も
う
す
こ
し
深
い

と
こ
ろ
に
あ
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

今
ま
で
農
業
を
や
っ
て
い
た
人
達
が

変
則
的
だ
と
思
い
な
が
ら
も
な
ん
で

米
だ
け
に
頼
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
の
か
考
え
て
も
ら
い
た
い
の
で

す
。
今
、
米
が
余
っ
た
か
ら
ヤ
メ
・

と
言
わ
れ
て
も
、
別
の
品
目
を
作
っ

た
時
点
て
＼
同
じ
問
題
が
起
っ
て
く

る
の
イ
．
曳
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
山
ロ
　
今
年
の
米
価
は
、
ほ
と
ん

ど
上
が
ら
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
機

械
や
肥
料
代
は
年
々
高
く
な
っ
て
経

営
を
圧
迫
し
て
い
る
。
こ
う
い
う
状

況
が
長
く
続
く
と
百
姓
は
ま
す
ま
す

や
り
ず
ら
く
な
り
ま
す
。

　
関
ロ
　
十
日
町
市
の
場
合
は
、
公

平
に
と
い
う
こ
と
で
、
小
さ
い
の
も

大
き
い
の
も
均
等
に
割
り
あ
て
配
分

し
た
け
れ
ど
も
、
そ
う
す
る
と
み
ん

な
小
さ
く
な
る
。
あ
る
程
度
の
政
策

で
大
き
な
も
の
を
育
て
る
方
向
を
考

え
て
み
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

　
金
井
　
そ
う
し
た
結
果
切
ら
れ
る

餌

農
家
の
こ
と
も
考
え
て
や
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　
後
継
者
の
育
成
を

　
　
大
渕
　
市
で
は
、
専
業
の
後
継
者

　
の
育
成
に
つ
い
て
ど
ん
な
ふ
う
に
考

　
え
て
い
る
の
で
す
か
。

　
ー
農
業
青
年
が
経
営
と
生
活
に
夢

　
と
や
り
が
い
の
も
て
る
環
境
づ
く
り

　
を
め
ざ
し
て
い
る
わ
け
で
す
。
普
及

　
所
、
農
協
な
ど
関
係
機
関
と
連
携
し

　
て
、
具
体
的
に
は
、
農
業
後
継
者
育

　
成
資
金
の
あ
っ
せ
ん
、
青
年
農
業
士

　
の
育
成
、
農
業
青
年
の
研
修
、
交
換

　
会
な
ど
を
中
・
い
に
や
っ
て
い
ま
す
。

　
　
鈴
木
我
々
も
何
か
や
り
た
い
の

ん
だ
し
、
新
し
い
も
の
を
見
い
出
そ

さ
口
う
と
努
力
し
て
い
る
の
だ
が
資
金
も

山
な
い
し
、
雪
の
ハ
ン
デ
ィ
が
あ
る
の

ん
で
な
か
な
か
新
し
い
方
向
を
見
い

さ）
出
せ
な
い
で
い
る
。
苗
場
山
麓
事
業

康韻
も
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
だ
し
、
十

生
日
町
市
に
あ
っ
た
も
の
を
導
入
で
き

ん
な
い
も
の
だ
ろ
う
か
。

さ橋
　
　
市
と
し
て
は
、
農
業
と
織
物
を

高
二
本
の
柱
と
し
て
大
事
に
育
て
て
ゆ

　
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

　
る
わ
け
で
す
．
農
業
に
つ
い
て
は
、

こ
う
い
う
む
ず
か
し
い
時
代
で
す
か

ら
再
編
対
策
と
か
ら
め
て
、
原
点
に

か
え
っ
て
実
施
さ
れ
て
い
な
い
耕
地

の
基
盤
整
備
を
し
て
つ
ぎ
の
時
代
に

そ
な
え
る
の
が
良
い
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
と
こ
ろ
は

土
地
改
良
も
済
ん
で
い
る
よ
う
で
す

が
基
盤
整
備
が
遅
れ
て
い
る
土
地
に

は
後
継
者
も
育
ち
に
く
い
面
が
あ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
今
日
は
時
代
を
先
取
り
し
て
、
そ

れ
ぞ
れ
工
夫
し
た
独
自
の
農
業
経
営

を
し
て
い
る
若
い
皆
さ
ん
の
、
こ
意
見

を
伺
っ
て
頼
も
し
く
思
い
ま
す
．

転
作
に
つ
い
て
は
、
い
ろ
い
ろ
と
ご

苦
労
を
か
け
ま
し
た
が
今
後
と
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
G
・
H
・
F
の
メ
ン
バ
ー
の
今
後
の

活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

葉葺さん　田中さん

（5）

■座談会出席者

金沢真一⑳太田島
　水田1，5ha・加 1二トマト15a・

　ユリ，スズラン20a・長イモ15

　a

　転作……8a　（大豆）

関ロ孝一囲ド条ド山
　水田1．3ha・畑　50a（ジャガ

　でモ　他）・豚40頭

　転f乍……7a　（レンコン，大

　豆，小豆，落花生）

金井三郎伽〉珠川
　酪農20頭

　野菜・加 Lトマト・大根・飼料

　転作……42a（飼料作物）

生越利男図上新田
　豚450頭・水田

　転作……6a（牧草）

山田　　栄23　東枯木又

　水田70a・養蚕（桑園）70a

　転作……3．5a（ソバ）

鈴木昭二2φ珠川
　養蚕（桑園）　1．3ha・水田60a

　畑70a

　転作……3a　（大豆）

大渕正明図　桑原
　水田L　lha・切花菊30a

　転作・…・41a　（菊）

G．H．F．
G．H．F．はGreen　Hm　Farmers
の略。現在会員は23名で、いずれ

も20歳代の専業農業後継者のグル

ープ。今年は、食用菊の実験畑をっ

くったりて農業簿記の学習会を開
くなど意欲的に農業にとりくんで

いる。

高橋俊一囲　城之古
　水田55a・畑1．5ha（メロン，

　ニンジン，キャベツ，キュウリ

　転作……3a（インゲン豆，キ

　ュウリ）

生越康夫囲上新田
　水田1．4ha・畑20a・冬期間ホ

　ル仔牛育成

　転作……6a　（キュウリ）

山口正和四珠川
　水田80a・畑2．2ha（アスパラ，

　夏ダイコン，加工トマト，ニン

　ジン）

　転作……5a　（大豆）

葉葺紀正㈱　大黒沢
　水田1．2ha・タバコ55a

　転作……7a　（牧草）

田中　　勤圏姿
　水田90a・畑80a（タバコ他）

　養豚（母豚50頭の一貫）

　転作……（レンコン）

司会／風間栄光（市・農林課）

（7月27日、十日町市農協で一）
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今
、
農
業
が
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
中
で
、
水
田
利
用
再
編
対

策
が
は
じ
め
ら
れ
、
み
な
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
転
作
計
画
を
た
て
て
取
り
く
ん

で
お
ら
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
今
日
は
、
市
内
の
専
業
農
業
青
年
の
集
ま
り
で
あ
り
ま
す
、
G
・
H
・
F
の

み
な
さ
ん
か
ら
、
そ
れ
に
対
す
る
考
え
方
や
、
今
後
の
農
業
経
営
の
取
り

く
み
方
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。

　
金
沢
　
私
の
経
営
は
、
水
田
丁
五

㎞
、
加
工
ト
マ
ト
、
ユ
リ
、
ス
ズ
ラ

ン
、
長
イ
モ
な
ど
の
複
合
経
営
で
す
。

転
作
は
八
畝
ほ
ど
で
大
豆
を
作
り
ま

し
た
。
ち
ょ
う
ど
大
型
機
械
を
入
れ

て
米
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
い
た
時
だ

っ
た
の
で
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
．

　
関
ロ
　
私
は
、
前
の
減
反
の
時
か

ら
や
っ
て
い
た
の
で
、
シ
ヨ
ッ
ク
も

受
け
ま
せ
ん
で
し
た
、
今
年
は
人
の

田
を
借
り
て
転
作
し
た
の
で
経
営
規

模
が
増
え
た
こ
と
に
な
り
ま
す
．

　
場
所
や
市
に
よ
っ
て
は
転
作
の
方

法
が
違
っ
て
い
た
よ
う
に
聞
い
て
い

ま
す
。
た
と
え
ば
、
条
件
の
悪
い
所

は
杉
な
ど
に
転
作
し
て
、
平
場
の
条

件
の
良
い
所
は
残
こ
す
よ
う
に
し
て

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る　　　　　　　　　　　　　　　　　　語

　　　　　　　　　　　　　　　　を

　　　　　　　　　　　　業　　　　　　　　　農

　　　　　　　盆

　　　　蒙　　　煮

今

角S
い
た
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い

の
で
す
か
。

ー
こ
れ
は
国
の
施
策
で
す
の
で
そ

う
い
う
こ
と
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
市
と
し
て
は
、
公
平
を
き
す
た
め

に
個
々
の
農
家
に
平
均
割
を
し
て
転

作
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
基
本
的
に

は
集
団
で
の
転
作
と
い
う
の
が
今
回

の
政
策
の
趣
旨
で
す
。
市
内
で
も
部

落
の
割
り
あ
て
全
部
を
数
人
で
引
き

う
け
て
転
作
し
、
他
の
人
は
転
作
し

な
か
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

　
金
井
　
私
は
、
経
営
の
主
体
が
酪

農
な
の
で
そ
れ
ほ
ど
影
響
は
受
け
ま

せ
ん
で
し
た
。
ち
ょ
う
ど
転
換
期
だ

っ
た
し
、
四
反
二
畝
ほ
ど
飼
料
作
物

の
ト
ゥ
モ
・
コ
シ
に
転
作
し
ま
し
た
．

　
酪
農
家
と
し
て
は
減
反
で
ワ
ラ
が

す
く
な
く
な
る
の
が
困
り
ま
す
。
今

年
の
転
作
割
り
あ
て
が
、
向
う
三
年

間
続
け
ら
れ
る
と
い
う
の
は
ど
う
い

う
こ
と
で
す
か
。

　
　
今
回
の
水
田
利
用
再
編
対
策
は

米
作
中
心
か
ら
畑
作
に
転
換
を
は
か

り
、
畑
作
物
の
自
給
率
の
向
上
を
は

し
　金沢さん　関口さん　金井さん　生越（利）さん

か
ろ
う
と
い
う
政
策
で
す
．
国
は
お

お
む
ね
十
年
問
と
い
う
長
期
計
画
を

た
て
て
い
ま
す
　
そ
の
第
］
期
と
し

て
昭
和
五
十
五
年
ま
で
の
三
年
間
、

毎
年
百
七
十
万
ト
ン
の
米
を
生
産
調

整
し
な
が
ら
畑
作
物
に
転
作
し
て
ゆ

こ
う
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。

牧
草
を
作
り
ま
し
た

　
生
越
㈲
　
豚
が
主
体
弔
＼
今
、
四

百
五
十
頭
く
ら
い
飼
っ
て
い
ま
す
。

田
ん
ぼ
は
あ
ま
り
や
っ
て
い
な
い
し

労
働
力
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
減
反
は
こ
た
え
ま
せ
ん
で
し

た
．
転
作
は
養
豚
と
の
関
連
も
考
え

て
飼
料
用
に
牧
草
を
つ
く
り
ま
し
た
。

　
一
つ
の
大
き
な
時
代
の
流
れ
な
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
山
田
　
最
初
に
転
作
の
話
を
聞
い

た
と
き
に
は
、
や
は
り
お
も
し
ろ
く

な
い
な
あ
と
思
い
ま
し
た
ね
．
転
作

は
ソ
バ
を
予
定
し
て
い
ま
す
．
作
り

た
い
と
も
思
っ
て
い
た
し
、
売
る
つ

も
り
は
な
く
て
自
家
用
で
す
．
私
は

今
の
と
こ
ろ
経
営
規
模
を
大
き
く
す

る
つ
も
り
は
な
い
の
で
す
が
、
こ
れ

か
ら
の
農
業
縁
大
き
く
や
ら
な
い
と

駄
目
だ
と
い
う
気
が
す
る
し
、
そ
の

へ
ん
が
こ
れ
か
ら
の
私
の
課
題
で
す
。

　
鈴
木
　
転
作
の
会
議
に
は
最
初
か

ら
何
回
も
出
ま
し
た
が
、
そ
の
時
に

感
じ
た
の
は
、
農
家
と
役
所
と
の
連

絡
は
い
つ
も
密
に
し
て
お
い
て
欲
し

い
と
い
う
こ
と
で
す
．
私
は
養
蚕
が

主
体
な
の
で
水
田
が
す
く
な
く
な
っ

て
も
あ
ま
り
影
響
は
な
い
し
、
か
え

っ
て
桑
園
に
切
り
か
え
て
増
や
し
た

い
と
思
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
桑
園

は
土
地
を
選
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
う
ま
く
ゆ
き
ま
せ
ん
。
珠
川
の

養
蚕
農
家
は
以
前
柔
り
す
く
な
く
な

っ
た
の
で
す
が
、
土
地
利
用
が
水
田
、

畑
作
、
養
蚕
と
わ
か
れ
て
き
つ
つ
あ

り
仕
事
し
や
す
い
土
地
条
件
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
養
蚕
農
家
と
し
て

は
大
先
輩
も
お
ら
れ
ま
す
し
非
常
に

刺
激
に
な
っ
て
い
ま
す
．
で
も
農
業

は
む
ず
か
し
い
で
す
。

　
大
渕
　
切
花
の
菊
を
作
っ
て
い
ま

す
の
で
転
作
そ
の
も
の
は
ス
ム
ー
ス

に
ゆ
き
ま
し
た
が
、
田
ん
ぼ
も
増
や

そ
う
か
な
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
だ

っ
た
の
で
弱
り
ま
し
た
。
田
ん
ぼ
と

畑
と
は
土
の
質
が
違
う
し
、
こ
の
前
の

水
害
で
だ
い
ぶ
や
ら
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
菊
づ
く
り
も
ま
だ
は
じ
め
た

ば
か
り
だ
し
、
良
い
苗
も
な
い
し
、

腕
も
良
く
な
い
の
で
ま
だ
あ
ん
ま
り

儲
か
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
で
す
。

　
高
橋
　
私
は
、
畑
が
一
・
五
㎞
、
水

田
が
五
十
五
a
ほ
ど
で
畑
作
中
心
の

経
営
を
し
て
い
ま
す
が
、
野
菜
は
価

格
の
変
動
が
は
け
し
く
て
．
不
安
定
な

面
が
あ
る
の
で
米
も
大
事
に
し
た
い

と
思
っ
て
い
主
す
、
今
回
転
作
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
に
は
い
ろ

い
ろ
む
ず
か
し
い
問
題
が
あ
る
の
で

し
ょ
う
か
、
そ
の
背
景
も
考
え
て
み

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
生
越
㈲
　
六
a
ほ
ど
転
作
し
て
キ

ュ
ウ
リ
を
作
っ
て
い
ま
す
．
私
の
生

ま
れ
た
と
こ
ろ
は
山
形
県
の
水
田
単

作
地
帯
で
す
の
で
米
が
余
っ
た
と
い

う
の
は
大
問
題
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　
郡
市
内
の
山
ぞ
い
の
と
こ
ろ
に
行

く
と
ス
ス
キ
の
生
え
て
い
る
土
地
を

良
く
見
か
け
ま
す
．
た
ぶ
ん
先
祖
が

苦
労
し
て
開
い
て
く
れ
た
土
地
の
は

ず
な
の
で
す
が
、
こ
の
前
、
休
耕
し

た
時
に
そ
の
ま
ま
荒
さ
れ
て
し
ま
っ

た
の
で
し
ょ
う
．
畑
作
で
も
稲
作
で

も
転
作
さ
れ
れ
ば
良
い
の
で
す
が
、

作
物
が
作
れ
る
土
地
だ
っ
た
の
が
自

然
消
滅
し
て
昔
に
も
ど
っ
て
し
ま
う
。

　
自
分
で
こ
れ
か
ら
農
業
を
や
ろ
う
と

思
っ
て
い
る
時
に
そ
う
い
う
土
地
を

見
る
の
は
一
番
切
な
く
感
じ
ま
す
．

　
山
ロ
　
私
の
と
こ
ろ
は
そ
菜
専
門

な
の
で
転
作
そ
の
も
の
は
ス
ム
ー
ス

に
受
け
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。
夏
ダ
イ

コ
ン
、
ア
ス
パ
ラ
、
加
工
ト
マ
ト
な

　
ど
出
荷
し
て
い
る
の
で
す
か
、
こ
の

　
転
作
で
他
の
農
家
が
市
場
に
出
し
て

　
き
た
り
、
自
家
用
の
野
菜
を
作
り
だ

　
し
た
の
で
売
れ
な
く
な
口
て
、
前
よ

　
り
も
価
格
が
ト
か
っ
て
赤
字
に
な
る

　
の
で
は
な
い
か
と
心
配
し
て
い
ま
す
。

　
　
こ
れ
以
上
転
作
を
き
び
し
く
し
て
、

ん
そ
菜
農
家
が
圧
迫
さ
れ
な
い
柔
う
に

陪
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
．

課

大
今
年
の
米
の
品
質
は
？

猷木
　
　
葉
葺
　
家
族
み
ん
な
で
稲
と
タ
バ

鈴
コ
を
作
り
て
い
ま
す
．
両
方
と
も
価

ん
格
が
安
定
し
て
“
る
の
で
や
り
や
す

さ
田
か
っ
た
の
で
す
か
、
こ
う
い
う
状
況

山
に
な
る
と
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
．
で

　
も
米
の
消
費
量
は
落
ち
て
い
る
し
、

　
し
か
た
が
な
い
と
言
え
ば
し
か
た
な

　
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
…
…

　
　
転
作
は
牛
窒
．
一
頭
飼
っ
て
い
る
の

　
で
自
家
飼
料
用
に
牧
草
を
つ
く
り
ま

　
し
た
。

　
　
今
年
は
、
米
の
等
級
が
一
等
か
ら

　
三
等
ま
で
で
、
今
ま
で
の
］
等
か
ら

　
『
．
↓
等
が
全
部
一
等
に
な
る
の
で
す
か

　
ら
米
の
品
質
と
い
う
こ
と
に
な
る
と

　
相
当
落
ち
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
田
中
　
私
の
部
落
は
姿
で
す
が
部

　
落
で
の
転
作
そ
の
も
の
は
ス
ム
ー
ス

　
に
行
き
ま
し
た
．
し
か
し
、
仲
間
で

　
田
ん
ぼ
を
何
町
歩
も
作
っ
て
本
気
で

　
米
づ
く
り
を
し
よ
う
と
し
て
い
た
者

　
に
と
っ
て
は
シ
ヨ
ッ
ク
だ
っ
た
よ
う

　
で
す
．
そ
う
い
う
農
家
は
減
反
の
割

　
り
あ
て
も
多
い
し
、
昨
年
土
地
を
買

　
っ
て
、
機
械
も
そ
ろ
え
て
、
さ
あ
や

　
る
か
と
い
う
時
だ
っ
た
だ
け
に
大
変

　
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
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転
作
し
た
も
の
か
ら
収
益
を

　
金
井
　
転
作
し
て
も
良
い
の
だ
け

れ
ど
も
、
転
作
し
た
も
の
の
中
か
ら

収
益
を
あ
げ
て
、
自
分
達
の
生
活
を

守
っ
て
ゆ
か
な
け
れ
は
な
ら
な
い
。

そ
う
す
る
に
は
田
と
畑
イ
、
k
は
土
地
の

条
件
か
違
う
の
で
う
ま
く
ゆ
か
な
い

し
、
水
沢
の
あ
た
り
で
シ
コ
ク
ビ
エ

を
作
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
る
が
失
敗
し

て
い
る
．
そ
の
へ
ん
の
裏
付
け
に
な

る
政
策
か
欲
し
い
、

ー
市
で
は
、
そ
の
へ
ん
を
考
え
て

水
田
を
畑
に
す
る
場
合
に
は
水
田
畑

地
化
排
水
事
業
に
対
す
る
補
助
制
度

を
設
け
て
い
ま
す
し
、
水
田
利
用
再

編
対
策
の
融
資
事
業
と
し
て
五
十
万

円
ま
で
経
営
資
金
の
貸
付
け
を
お
こ

な
っ
て
い
ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
大
渕
市
で
は
、
今
後
の
転
作
で

何
を
作
っ
た
ら
良
い
と
考
え
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。

ー
基
本
的
に
は
今
ま
で
の
水
稲
単

作
を
脱
し
て
、
米
プ
ラ
ス
畑
作
、
あ

る
い
は
米
プ
ラ
ス
畜
産
と
い
っ
た
よ

う
な
安
定
し
た
生
産
性
の
高
い
複
合

経
営
を
め
ざ
し
て
い
る
わ
け
で
す
．

今
、
皆
さ
ん
が
と
ら
れ
て
い
る
よ
う

な
経
営
形
態
で
す
ね
．
そ
こ
で
今
後

何
を
転
作
し
た
ら
柔
い
か
と
い
う
こ

と
で
す
が
、
い
ち
が
い
に
言
え
な
い

む
ず
か
し
い
問
題
が
あ
り
ま
す
。
タ

バ
コ
、
加
工
ト
マ
ト
、
ホ
ッ
プ
な
ど

は
一
部
生
産
制
限
の
動
き
が
あ
り
ま

す
。
食
糧
の
自
給
率
か
ら
言
え
ば
大

豆
や
ソ
バ
は
ほ
と
ん
ど
輸
入
品
で
す
。

ど
ん
な
作
物
、
ど
ん
な
経
営
形
態
が

適
し
て
い
る
か
、
将
来
性
が
あ
る
か
、

を
農
家
の
皆
さ
ん
と
検
討
し
、
市
場

性
が
あ
っ
て
収
益
の
高
い
安
定
性
の

あ
る
基
幹
作
物
を
選
択
し
て
ゆ
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
山
ロ
　
私
は
、
今
ア
ス
パ
ラ
を
作

っ
て
い
て
新
潟
の
市
場
に
出
し
て
い

る
の
で
す
が
、
そ
ろ
そ
ろ
い
っ
ぱ
い

に
な
っ
て
き
て
い
て
こ
れ
以
上
に
な

る
と
価
格
が
ド
が
る
心
配
が
あ
り
ま

す
。　
関
ロ
　
一
つ
の
品
目
に
は
決
め
ら

れ
な
い
の
で
は
な
い
か
。
決
め
ら
れ

た
品
目
が
安
く
な
っ
て
し
ま
う
。

　
生
越
㈲
　
根
は
も
う
す
こ
し
深
い

と
こ
ろ
に
あ
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

今
ま
で
農
業
を
や
っ
て
い
た
人
達
が

変
則
的
だ
と
思
い
な
が
ら
も
な
ん
で

米
だ
け
に
頼
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
の
か
考
え
て
も
ら
い
た
い
の
で

す
。
今
、
米
が
余
っ
た
か
ら
ヤ
メ
・

と
言
わ
れ
て
も
、
別
の
品
目
を
作
っ

た
時
点
て
＼
同
じ
問
題
が
起
っ
て
く

る
の
イ
．
曳
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
山
ロ
　
今
年
の
米
価
は
、
ほ
と
ん

ど
上
が
ら
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
機

械
や
肥
料
代
は
年
々
高
く
な
っ
て
経

営
を
圧
迫
し
て
い
る
。
こ
う
い
う
状

況
が
長
く
続
く
と
百
姓
は
ま
す
ま
す

や
り
ず
ら
く
な
り
ま
す
。

　
関
ロ
　
十
日
町
市
の
場
合
は
、
公

平
に
と
い
う
こ
と
で
、
小
さ
い
の
も

大
き
い
の
も
均
等
に
割
り
あ
て
配
分

し
た
け
れ
ど
も
、
そ
う
す
る
と
み
ん

な
小
さ
く
な
る
。
あ
る
程
度
の
政
策

で
大
き
な
も
の
を
育
て
る
方
向
を
考

え
て
み
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

　
金
井
　
そ
う
し
た
結
果
切
ら
れ
る

餌

農
家
の
こ
と
も
考
え
て
や
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　
後
継
者
の
育
成
を

　
　
大
渕
　
市
で
は
、
専
業
の
後
継
者

　
の
育
成
に
つ
い
て
ど
ん
な
ふ
う
に
考

　
え
て
い
る
の
で
す
か
。

　
ー
農
業
青
年
が
経
営
と
生
活
に
夢

　
と
や
り
が
い
の
も
て
る
環
境
づ
く
り

　
を
め
ざ
し
て
い
る
わ
け
で
す
。
普
及

　
所
、
農
協
な
ど
関
係
機
関
と
連
携
し

　
て
、
具
体
的
に
は
、
農
業
後
継
者
育

　
成
資
金
の
あ
っ
せ
ん
、
青
年
農
業
士

　
の
育
成
、
農
業
青
年
の
研
修
、
交
換

　
会
な
ど
を
中
・
い
に
や
っ
て
い
ま
す
。

　
　
鈴
木
我
々
も
何
か
や
り
た
い
の

ん
だ
し
、
新
し
い
も
の
を
見
い
出
そ

さ
口
う
と
努
力
し
て
い
る
の
だ
が
資
金
も

山
な
い
し
、
雪
の
ハ
ン
デ
ィ
が
あ
る
の

ん
で
な
か
な
か
新
し
い
方
向
を
見
い

さ）
出
せ
な
い
で
い
る
。
苗
場
山
麓
事
業

康韻
も
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
だ
し
、
十

生
日
町
市
に
あ
っ
た
も
の
を
導
入
で
き

ん
な
い
も
の
だ
ろ
う
か
。

さ橋
　
　
市
と
し
て
は
、
農
業
と
織
物
を

高
二
本
の
柱
と
し
て
大
事
に
育
て
て
ゆ

　
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

　
る
わ
け
で
す
．
農
業
に
つ
い
て
は
、

こ
う
い
う
む
ず
か
し
い
時
代
で
す
か

ら
再
編
対
策
と
か
ら
め
て
、
原
点
に

か
え
っ
て
実
施
さ
れ
て
い
な
い
耕
地

の
基
盤
整
備
を
し
て
つ
ぎ
の
時
代
に

そ
な
え
る
の
が
良
い
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
と
こ
ろ
は

土
地
改
良
も
済
ん
で
い
る
よ
う
で
す

が
基
盤
整
備
が
遅
れ
て
い
る
土
地
に

は
後
継
者
も
育
ち
に
く
い
面
が
あ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
今
日
は
時
代
を
先
取
り
し
て
、
そ

れ
ぞ
れ
工
夫
し
た
独
自
の
農
業
経
営

を
し
て
い
る
若
い
皆
さ
ん
の
、
こ
意
見

を
伺
っ
て
頼
も
し
く
思
い
ま
す
．

転
作
に
つ
い
て
は
、
い
ろ
い
ろ
と
ご

苦
労
を
か
け
ま
し
た
が
今
後
と
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
G
・
H
・
F
の
メ
ン
バ
ー
の
今
後
の

活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

葉葺さん　田中さん

（5）

■座談会出席者

金沢真一⑳太田島
　水田1，5ha・加 1二トマト15a・

　ユリ，スズラン20a・長イモ15

　a

　転作……8a　（大豆）

関ロ孝一囲ド条ド山
　水田1．3ha・畑　50a（ジャガ

　でモ　他）・豚40頭

　転f乍……7a　（レンコン，大

　豆，小豆，落花生）

金井三郎伽〉珠川
　酪農20頭

　野菜・加 Lトマト・大根・飼料

　転作……42a（飼料作物）

生越利男図上新田
　豚450頭・水田

　転作……6a（牧草）

山田　　栄23　東枯木又

　水田70a・養蚕（桑園）70a

　転作……3．5a（ソバ）

鈴木昭二2φ珠川
　養蚕（桑園）　1．3ha・水田60a

　畑70a

　転作……3a　（大豆）

大渕正明図　桑原
　水田L　lha・切花菊30a

　転作・…・41a　（菊）

G．H．F．
G．H．F．はGreen　Hm　Farmers
の略。現在会員は23名で、いずれ

も20歳代の専業農業後継者のグル

ープ。今年は、食用菊の実験畑をっ

くったりて農業簿記の学習会を開
くなど意欲的に農業にとりくんで

いる。

高橋俊一囲　城之古
　水田55a・畑1．5ha（メロン，

　ニンジン，キャベツ，キュウリ

　転作……3a（インゲン豆，キ

　ュウリ）

生越康夫囲上新田
　水田1．4ha・畑20a・冬期間ホ

　ル仔牛育成

　転作……6a　（キュウリ）

山口正和四珠川
　水田80a・畑2．2ha（アスパラ，

　夏ダイコン，加工トマト，ニン

　ジン）

　転作……5a　（大豆）

葉葺紀正㈱　大黒沢
　水田1．2ha・タバコ55a

　転作……7a　（牧草）

田中　　勤圏姿
　水田90a・畑80a（タバコ他）

　養豚（母豚50頭の一貫）

　転作……（レンコン）

司会／風間栄光（市・農林課）

（7月27日、十日町市農協で一）
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おもな使いみち
総務費
交通安全施設整備事業

吉田集会所建設L事

民生費
敬老祝金

老人医療費及び老人医療費助成事業

森の・北越保育園新設・改築事業補助金

北原保育所建設附帯工事

衛生費
妊産婦乳児医療費助成事業

防疫薬剤購入補助金

誉働費
勤労青少年ホーム屋上防水工事

農林水産業費

農村地域L業導人特別対策事業補助金

土地改良事業補助金

土地基盤整備事業補助金

国土調査測量委託

林道開設事業

商工費
アーケード施設補助金

教

小学校整備域ひ修繕 L事

飛・小池谷分校改築工事

鐙島小建築r事
東小ブーノレ新設工事

南中増築［事

中条中建築 L事

博物館建築L事
　ド条公民館建築工事

f、Y濃川運動公園造成工事

災害復旧費
農林災害復旧 L事
　ヒ木災’，垂1：復旧L事

魚沼スカイライン建設事業負担金

巾道新設改良舗装工事

県道路事業負担金

大黒沢・新宮線用地買収に伴う補償補填

橋梁新設改良f二事

消雪バイプ布設L事
基礎集落圏ド条地区管理棟新築事業

アンゲ’レドーザ・湿地ドー’購へ

河川改修 1二事

新座線改良事業

公園造成事業（1・目町公園・妻有西公園）

　育費

土木費

749万円

3，425万円

　1，069万円

1億5，748万円

　1，899万円

　3，312／ゴf月

1，144万円

284万円

297万円

1，197ノノ円

1，981万円

8597ノ儲IJ

1，799万円

2，660ノ∫Fll

319万円

653万円

2億7，436／∫円

　3，592万円

　2，639万円

2，674万円

7，654万Fl

1，765ノノ円

1，665万lq

2，280万円

2，688万円

1，5201厚Fq

　2，507万F月

　1．406万円

　2，960ノ∫Fq

　2，5（X）ノ∫FI

　3，964万円

1億3，765万円

2億2，236万円

　8，358万円

　1，3001∫円

5，129ノ∫Fl

2，091ノノ円

特別会計

④
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写
真
説
明

　
　
　
　
　
　
　
　
療
新
築
な
っ
た
中
条

　
　
　
　
　
　
　
中
学
校
校
舎
　
官
北
原
保

　
　
　
　
　
　
育
所
の
子
供
た
ち
の
七
夕
の

　
　
　
　
か
ざ
り
つ
け
　
◎
市
道
下
貫
線
改

　
　
良
工
事
　
◎
老
人
ホ
！
ム
妻
有
荘
の
運

動
会
　
甘
博
物
館

「
I
I
ー

『圏
即
一
劇
一
健
－
民
－
国
一II－道－水一易

一一
簡IrI

ー
ー
一

歳入13億3327万円

歳出11億8930万円

差引　1億4397万円

國

歳入1億6338万円

歳出1億6242万円

差引　　96万円

直営診療所

画

歳出総額

下水道事業

歳入3億7459万円

歳出3億7306万円

差引　　　153万円

歳入　3245万円

歳出　3245万円

差引　　　O

邑，一＿一闘一一－－－一－－圏一一一

聴 C

6
漏
帝
隠
の

　
蒙
欝
簿

鵡嘱礪繕

川歯日司叩》膠駅

　63億181万円

教　　育　　費　　14億5404万円　23．1％

民　　生　　費　　11億9931万円　19．0％

土　　木　　費　　9億9377万円　15．8％

総　　務　　費　　8億3966万円　13，3％

農林水産業費　　　2億9383万円　　4．7％

衛　　生　　費　　　3億8043万円　　6．0％

商　　工　　費　　3億4243万円　5．4％
消　　防　　費　　2億768万円　3。3％
公　　債　　費　　　3億6235万円　　5．8％

そ　　の　　他　　　2億2831万円　　3．6％

翌
年
度
繰
越
額
　
8
9
7
4
万
円

　
　
　
　
　
　
（
う
ち
懸
製
纐
2
5
鵠
超

％54円万9490意引
（
」
費経常経

人
　
　
件
　
　
費
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1
3
億
1
3
4
3
万
円
21

物
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費

　
　
　
　
　
　
　
　
％

　
4
億
6
0
8
2
万
円
7
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億
6
8
3
0
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円
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4
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7
億
4
8
3
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万
円
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．
0

　
0
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費
万
経
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1
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建
設
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
％

　
　
　
　
　
　
　
　
　
8

　
1
7
億
3
5
0
4
万
円
2

災
害
復
旧
費
　
　
　
　
．
℃

　
　
　
7
9
5
0
万
円
1
9

公
債
費
3
億
6
2
1
2
万
円
　
％

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6

貸
付
金
3
億
5
0
6
0
万
円
　
％
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そ
の
他
3
億
8
3
6
1
万
円
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　健全財政を堅持……！7

　市び）お金がどび）ように使われ、財政事情はどの柔うにな一・ているのか

を市民のみなさんに理解していたたくため、毎年2回に分けて本市の財
政事情を公表しています
　今回は、昭和52年度決算と昭和53年度6月末♪算及び執行状況をお知
らせしま1寸一。

昭和52年度は、厳しい経済情勢び）中ではあり圭したか、効率的な予算
び）執行に努めなから、重点施策である道路交通網ノ）整備、教育ζ化・り向

L、癌祉行政び）推進を中心に整備を進パ） （き圭した．

　これかド理、、健全財政を維持しなから、明るく住みべ）すい圭亡・づくり

を積極的に進めて行きます。

囚

罐
市

民

税0
5
万
円

一般会計
〈市税の状況〉

愚・

固
定
資
産
税

5
億
9
3
8
6
万
円

16億7156万円

膨
た
ば
こ
消
費
税

1
億
3
7
4
2
万
円

47．3％

套
電
気
税
一

　
∠
－
，
　
　
7
3
2
2
万
円

35．5％ 4．4％

坐
そ

の
　
他

7
6
0
1
万
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おもな使いみち
総務費
交通安全施設整備事業

吉田集会所建設L事

民生費
敬老祝金

老人医療費及び老人医療費助成事業

森の・北越保育園新設・改築事業補助金

北原保育所建設附帯工事

衛生費
妊産婦乳児医療費助成事業

防疫薬剤購入補助金

誉働費
勤労青少年ホーム屋上防水工事

農林水産業費

農村地域L業導人特別対策事業補助金

土地改良事業補助金

土地基盤整備事業補助金

国土調査測量委託

林道開設事業

商工費
アーケード施設補助金

教

小学校整備域ひ修繕 L事

飛・小池谷分校改築工事

鐙島小建築r事
東小ブーノレ新設工事

南中増築［事

中条中建築 L事

博物館建築L事
　ド条公民館建築工事

f、Y濃川運動公園造成工事

災害復旧費
農林災害復旧 L事
　ヒ木災’，垂1：復旧L事

魚沼スカイライン建設事業負担金

巾道新設改良舗装工事

県道路事業負担金

大黒沢・新宮線用地買収に伴う補償補填

橋梁新設改良f二事

消雪バイプ布設L事
基礎集落圏ド条地区管理棟新築事業

アンゲ’レドーザ・湿地ドー’購へ

河川改修 1二事

新座線改良事業

公園造成事業（1・目町公園・妻有西公園）

　育費

土木費

749万円

3，425万円

　1，069万円

1億5，748万円

　1，899万円

　3，312／ゴf月

1，144万円

284万円

297万円

1，197ノノ円

1，981万円

8597ノ儲IJ

1，799万円

2，660ノ∫Fll

319万円

653万円

2億7，436／∫円

　3，592万円

　2，639万円

2，674万円

7，654万Fl

1，765ノノ円

1，665万lq

2，280万円

2，688万円

1，5201厚Fq

　2，507万F月

　1．406万円

　2，960ノ∫Fq

　2，5（X）ノ∫FI

　3，964万円

1億3，765万円

2億2，236万円

　8，358万円

　1，3001∫円

5，129ノ∫Fl

2，091ノノ円
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歳入13億3327万円

歳出11億8930万円

差引　1億4397万円

國

歳入1億6338万円

歳出1億6242万円

差引　　96万円

直営診療所

画

歳出総額

下水道事業

歳入3億7459万円

歳出3億7306万円

差引　　　153万円

歳入　3245万円

歳出　3245万円
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川歯日司叩》膠駅

　63億181万円

教　　育　　費　　14億5404万円　23．1％

民　　生　　費　　11億9931万円　19．0％

土　　木　　費　　9億9377万円　15．8％

総　　務　　費　　8億3966万円　13，3％

農林水産業費　　　2億9383万円　　4．7％

衛　　生　　費　　　3億8043万円　　6．0％

商　　工　　費　　3億4243万円　5．4％
消　　防　　費　　2億768万円　3。3％
公　　債　　費　　　3億6235万円　　5．8％

そ　　の　　他　　　2億2831万円　　3．6％
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　健全財政を堅持……！7

　市び）お金がどび）ように使われ、財政事情はどの柔うにな一・ているのか

を市民のみなさんに理解していたたくため、毎年2回に分けて本市の財
政事情を公表しています
　今回は、昭和52年度決算と昭和53年度6月末♪算及び執行状況をお知
らせしま1寸一。

昭和52年度は、厳しい経済情勢び）中ではあり圭したか、効率的な予算
び）執行に努めなから、重点施策である道路交通網ノ）整備、教育ζ化・り向

L、癌祉行政び）推進を中心に整備を進パ） （き圭した．

　これかド理、、健全財政を維持しなから、明るく住みべ）すい圭亡・づくり

を積極的に進めて行きます。
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、
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理
、
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、
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の
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営
、
管
理
を
と
お
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ー
、
、
文
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と
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て
い
ま
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。
ま
た
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松
代
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も
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ま
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。

53年度6月末予算執行状況 組合債の状況

　当
3初
億
3予
3算
8
2
万
円

　6
3月

億末
3予
3算

8
2
万
円

ごみ処理施設
　1億7307万円

収
5入　　　支
8済　　4出
4額　　5済
g　　　O額
万　　　8 し尿処理施設

　2億2848万円円　　　万

　　　円

回国 清　　掃　　　車

（第3種郵便物認可）昭和53年8月io日

　　52年度決算

　　　　その他
　組ム，2787万円
　　・債9、9％　分担金及び
1160万円　　　　　　　　　　負担金

　4・1％歳入　2億4281万円
　　　　2億8228万円　　　86・0％

1十日町市　2億1368万円

1川西町　　　2913万円

繰越金　　568万円

　その他5333万円
　　　　柏．3％　　　　一般管理費
　　　　　　　　一　　1億1140万円
　　　　　歳　　出　　　40．3％
し尿処理費　　2億7660万円　　　　　・
4992万円　　　　　　　　　火葬場費

　18－0％　　じんあ　320万円
　　　　　い処理費　　　　　5875万円　　　　1．2％

　　　　　　212％
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非常備消防費

7581万円　18，2％
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消防施設費
4935万円　11．9％ 中　　里　　村

4314万円　10．2％
その他　3641万円8．7％

その他　1542万円3．6％

消防庁舎　　1億71万円
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特別会計、．．．　　　　　　　　　　　　（単位：万円）

会計名 歳　入 歳　出 差　引

総合福祉

センター
1296 1196 100

と畜場
事　　業

1923 1711 日2

計 3219 2907 312

十日町市843人

　川西町
　　60人
　　中里村
　　　395人

合計
13，822人
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〈公共事業執行状況〉
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「
御
陣
荘
」
利
用
状
況

’特別会計
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〈公共事業執行状況〉

◆6月末予算　13億8719万円

璽執行済額　6億．2930万円
　　　　（執行率　45．4％）

　　因　　團

　普通建設事業
補助事業◆6億2952万円
　　　瑚3億297万円（48，1％）

単独事業◆6億8517万円
　　　蚕2億8347万円（41．4％）

　　　災害復旧事業

補助事業◆6750万円
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警察庁は、7年ぶりに道路交通法の大改正を企画し、7月1日

に公布し、12月1日から実施される予定です。

改正の主なものは、死亡事故につながる不適格ドライバーのし

め出しと重大事故発生の誘因となる運転を強要する使用者、管理

者を無くすることをねらいにしています。

改正案として公表された主なものは・）ぎのとおりです。

安全運転管理の強化
　1．副安全運転管理者制度の新設

灘奎ll謙羅繋r
　　6　 』

．躯鞠騨灘諜欝二1二
凸夢　 灘凸員会が行う講習を受けなけオしばなり

螂　蝉墾ません・
　2．車などの使用者の義務の強化

　車などの使用者は、安全運転管理者、副安全運転管理者、運転

　者などに対して、安全運転に関する事項を遵守させるようにつと

　めなければなりません。

3．自動車の使用制限規定の新設

自動車の使用者や安全運転管

理者などが、自動車の運転者に

対して、無免許運転、制限速度

違反、飲酒運転、過労運転、積
載超過運転などを命じたり、容　　　　　　　　　　　　野、芒

認したときは、6月をこえない　、，獲覧

範囲内の期問で・その違反した罐c峨灘
自動車の使用が制限されること　　　　　　　昌1毎

になりました。なお、こび）場合　　　　　　　伝

は、公安委員会から文書が交付

されるとともに、使用禁止とな

る自動車には一定の標章がはりつけられることになります。

2．普通自転車の歩道通行

が齢灘
　　　くク
　　　　　　〃1
　　　　　∠

　　　矯〆

　〃

’ク　弼　．多イ∠　　ノ

普通自転車は、標識などによ

り通行することができることと

されているところでは、歩道を

通行することができます。

そグ）場合には、歩道び）中央か

ら車道寄リグ）部分を徐行し、歩

行者び）通行を妨げそうなときは

必ず一時停止しなければなりま

せん。

3．交差点への進入禁止
普通自転車は、交差点やその手前に「進入禁止」の標示をこえ

て交差点に入ってはいけません。

4．自転車の制動装置など

自転車には、一定の基準にあ一，た制動装置（ブレーキ）と尾燈

または反射器材を備えていなければなりません。特にブレーキの

不良な自転車を運転していると処罰されます。

自転車横断帯を通行している自転車の保護

運転免許制度や行政処分の強化など

1．行政処分制度の強化

道路交通法以外の関係法令（例、無車検、無保険など）に違反

したときは、行政処分の対象とされることになります。

2．運転免許の仮停止処分　　　　　　　　　　　，

っぎの場合には、交通事故の発生地で直ちに運転免許の仮停止

処分が行われることになりました。

（1）麻薬や覚せい剤などを服用し、死亡事故、または傷害事故を

起こしたとき．

（2〉無免許運転、または緊急自動車などの無資格運転によって死

亡事故、または傷害事故を起こしたとき。（従来は死亡事故だけ）

自転車の交通方法の特例（新設）

1．自転車横断帯の新設
自転車は、　「自転車横断帯』のあるところでは、その自転車横

断帯を通行しなければなりません。

1．自転車横断帯の直前での一時停止

ll嚢藁驚∠轡
ません・　　　94
齢霧撫蕪；プ
2．停駐車の禁止

車は、自転車横断帯とその前後の側端から5メートル以内は、

停駐車が禁止されます。

3．自転車横断帯への進入禁止

車などは、進路の前方の状況により、自転車横断帯の中で停止

しなければならなくなりそうなときは、その自転車横断帯に入っ

てはなりません。

　　自動二輪車のヘルメットの

　　　　　　　　　着用範囲の拡大

（1）自動二輪車を運転するときは、

必ず（従来は、最高速度が40km毎時

1徽1き灘懸鍔
動車国道や自動車専用道路（従来は　　　7　　｛　　　4－

指定された自動車専用道路だけ）で受kl磁y

は・他人を乗せて（2人剰）運転　郷
してはいけません。

注　原動機付自転車σ）運転者も、ヘルメットをかぶって運転する

　ようつとめなければなりません。
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　交通センターが完成
このほど、交通センターが、完成し7月22日に

俊工式がおこな才）れ、24日から新しい建物で業務

が開始されています。

　このセンターは市内寿町び）十日町警察署の前、

国道253号線の交叉点の近くに建設されたもので

建物は鉄骨鉄筋コンクリート造2階建で、暖冷房

が完備されています。

なお2階は収容人員200人の講習会場となって

います。

そのほか、会員のサービス改善をはかるため、

センター窓口で、収入証紙の販売取扱いと、免許

証用写真の速写を行い、センターで手続きに必要

なものは全部済ますことができるようになってい

ます。

、
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臥
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違反、飲酒運転、過労運転、積
載超過運転などを命じたり、容　　　　　　　　　　　　野、芒

認したときは、6月をこえない　、，獲覧

範囲内の期問で・その違反した罐c峨灘
自動車の使用が制限されること　　　　　　　昌1毎

になりました。なお、こび）場合　　　　　　　伝

は、公安委員会から文書が交付

されるとともに、使用禁止とな

る自動車には一定の標章がはりつけられることになります。

2．普通自転車の歩道通行

が齢灘
　　　くク
　　　　　　〃1
　　　　　∠

　　　矯〆

　〃

’ク　弼　．多イ∠　　ノ

普通自転車は、標識などによ

り通行することができることと

されているところでは、歩道を

通行することができます。

そグ）場合には、歩道び）中央か

ら車道寄リグ）部分を徐行し、歩

行者び）通行を妨げそうなときは

必ず一時停止しなければなりま

せん。

3．交差点への進入禁止
普通自転車は、交差点やその手前に「進入禁止」の標示をこえ

て交差点に入ってはいけません。

4．自転車の制動装置など

自転車には、一定の基準にあ一，た制動装置（ブレーキ）と尾燈

または反射器材を備えていなければなりません。特にブレーキの

不良な自転車を運転していると処罰されます。

自転車横断帯を通行している自転車の保護

運転免許制度や行政処分の強化など

1．行政処分制度の強化

道路交通法以外の関係法令（例、無車検、無保険など）に違反

したときは、行政処分の対象とされることになります。

2．運転免許の仮停止処分　　　　　　　　　　　，

っぎの場合には、交通事故の発生地で直ちに運転免許の仮停止

処分が行われることになりました。

（1）麻薬や覚せい剤などを服用し、死亡事故、または傷害事故を

起こしたとき．

（2〉無免許運転、または緊急自動車などの無資格運転によって死

亡事故、または傷害事故を起こしたとき。（従来は死亡事故だけ）

自転車の交通方法の特例（新設）

1．自転車横断帯の新設
自転車は、　「自転車横断帯』のあるところでは、その自転車横

断帯を通行しなければなりません。

1．自転車横断帯の直前での一時停止

ll嚢藁驚∠轡
ません・　　　94
齢霧撫蕪；プ
2．停駐車の禁止

車は、自転車横断帯とその前後の側端から5メートル以内は、

停駐車が禁止されます。

3．自転車横断帯への進入禁止

車などは、進路の前方の状況により、自転車横断帯の中で停止

しなければならなくなりそうなときは、その自転車横断帯に入っ

てはなりません。

　　自動二輪車のヘルメットの

　　　　　　　　　着用範囲の拡大

（1）自動二輪車を運転するときは、

必ず（従来は、最高速度が40km毎時

1徽1き灘懸鍔
動車国道や自動車専用道路（従来は　　　7　　｛　　　4－

指定された自動車専用道路だけ）で受kl磁y

は・他人を乗せて（2人剰）運転　郷
してはいけません。

注　原動機付自転車σ）運転者も、ヘルメットをかぶって運転する

　ようつとめなければなりません。
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・
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こ

　　　　　　響瀞口匿慰
　　　　　　　　＿。、＿　　　　　　　』陰欄臼■■際

　交通センターが完成
このほど、交通センターが、完成し7月22日に

俊工式がおこな才）れ、24日から新しい建物で業務

が開始されています。

　このセンターは市内寿町び）十日町警察署の前、

国道253号線の交叉点の近くに建設されたもので

建物は鉄骨鉄筋コンクリート造2階建で、暖冷房

が完備されています。

なお2階は収容人員200人の講習会場となって

います。

そのほか、会員のサービス改善をはかるため、

センター窓口で、収入証紙の販売取扱いと、免許

証用写真の速写を行い、センターで手続きに必要

なものは全部済ますことができるようになってい

ます。

、
O
臥
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二
百
十
年
目
の
衣
替
え

i
神
宮
寺
山
門
総
葺
替
ー

　
四
日
町
・
神
宮
寺
の
山
門
が
総
冒
替
え
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
山
門
が
建
立
さ
れ
た
の
が
宝
暦
十
一
年
（
一
七
六
『
）
か

ら
明
和
六
年
（
一
七
六
九
）
の
間
で
す
か
ら
こ
ん
ど
の
総
葺
替
え

は
、
約
二
百
十
年
目
に
な
り
ま
す
。

　
時
代
の
移
り
変
わ
り
の
中
で
、
昔
ど
こ
に
で
も
見
ら
れ
た
茅
葺

き
の
屋
根
が
姿
を
消
し
、
屋
根
屋
職
人
も
転
廃
業
し
た
り
し
て
、

後
継
者
も
ほ
と
ん
ど
い
な
く
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
中
で
、
貴

重
な
文
化
財
が
昔
の
ま
ま
の
姿
で
残
さ
れ
，
守
ら
れ
て
ゆ
く
の
は

う
れ
し
い
こ
と
で
す
。

　
神
宮
寺
の
本
堂
に
は
、
県
指
定
文
化
財
の
木
像
十
一
面
干
手
観

音
立
像
、
毘
沙
門
天
，
広
目
天
王
立
像
が
安
置
さ
れ
て
お
り
，
広

々
と
し
た
境
内
地
と
今
度
葺
替
え
に
な
つ
た
山
門
は
、
市
の
文
化

財
（
史
跡
）
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
夏
休
み
の
一
日
，
あ
な
た
も
、
こ
の
史
跡
を
お
と
ず
れ
て
み
ま

せ
ん
か
。

　　　　　　　　　　　すがすがしい気持ちに

　　　　　　　　　　　　四日町第2　田村周三

羅　 醗羅私で5代目になりますが洗
犠毒　義辮祖代々神宮寺さまに出入1〕させ

　　　　　　　　　　てもず）っています。

　　　　　　　　　　　田んぼや畑に行くのに、毎日

山門の前を通らせてもらっていますが、葺替えになっ

たら・何かこうパァーと明るくな一）たような、すがすが

しい気持ちになります。喜んでいます．

　神宮寺さまには、お参りの人がたくさんきて、はやっ

てもr）うのは良いび）ですけれども、観光地みたいにギャ

ーギャー・ワーワーするところにはしたくないですね。

あそこに行った‘）静かの中にギ，心が安まる落ちっいた場

所になつてもらいたいと思っています。

　地元でも・老人クラブが茅を集めたり、職人さんのお

茶の接待をしたりして協力しました。

　こうしてもらえば・この先何年も安心していビ）れます。

棟
梁
・
小
川
忠
作
さ
ん
㈱

　
十
五
歳
で
こ
の
道
に
入
り
、
今
ま

で
に
、
多
く
の
郡
市
内
外
の
神
社
、

仏
閣
の
葺
替
え
を
手
が
け
て
い
る
．

餅
轟譜

汽

肌工事メモ鳳

夢撫繊議

かやごしらえ

葺きこみ
獺
　
　
捗
き

難
毒耀慈粥　

監
’

圏工　　期

　　　6月8日～7月8日
　材料び）手配は雪消えと同時におこ

　ない、大井田地区老人クラブグ）人

　達が5月15日茅刈りの奉仕をする・

515万円■総経費

人■職

　　延294人（実数15人）

　●職人の出身地／津南町辰之口

　外丸，小岡，中深見、上野などか

■人　　夫

延95人（実数12人）

仕上げのヤガリ
500シメ

20シメ

40坪

3，000本

40タマ

4タマ
15㎏

55束

1カン

■使った材料

　・茅

　・よ　　し

　・杉　皮

　・山　竹

　・縄

　〃（ナイロン

　・16番線

　・ワ　ラ

　●　コーノレターノレ

つめこみ作業はりふみ（山竹で茅をとじる）

1隔

④

、
、

●●

o

　
　
　
　
　
5

雲
回
＆

　
　
ギ

　
　
ぞ

　
ぐ
　
　
そ

●
　
ず
f
1

●
㌧
’
↑
　
　
　
い

　
f
，
　
邉

　
　
　
　
島肱蕊

．
’

」

6
　
　
一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　羅　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　轟
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　雛

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　離

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　縣

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　勢

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　薄　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　謹

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　弼

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　慧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　繋

　　　　　　　　　　　　　羅

　　　　　　　　　ii　　　　　　　弩
　　　　翼

誠

　　　　　　　　　　5　　　　　　　　　　　　0

　　　　　　　iii

　　　　　　ど

　　　　　　工

　　　　　…　　　§　　1

　営市

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ、

〆

　　　　　　　　　　　碍
　　　　　　　　　　つ　　　　　　　　　o

ψ

　
　
　
　
Z

肇“
夢
4
‘

ObO
口口P
POO

麟猟
φ

ρ
、

病
　
〆

”
軌
メ

、

グ　
　
黛

　
　
　
　
　
◎
↑
？
T
　
　
　
　
　
“

凶
　
　
＋
榊
箕
↑
↑
㌣
◇
？
f
‡

　
　
　
　
　
　
　
　
、
歯
　
　
心

・
羅
“
蚤
禰
〉

職
　
蕊
　
楕

㌃
　
。
、
　
％
⇒
　
多

勧
》
　
　
（
ら
　
＆
矯
斉

　
　
ひ

　
　
　
　
　
　
O

F稻足し、■犀190、戯〕＿λ

紬もイ雌敷繍枷牒
勧ま良．蚤習醐個木曜臼

雛離瀧蜘
裡響購弊奪
　　　　　　　、．39阻胤

皿
箱
始

ゆ港£勺

n

灘薪瀦樋
　　　　　　の‘○

．
’
‘
，

ヒ〈）o

鴛簿誉鯉2旨9〔｝．9」蛤・q）・9騰爵



へ
O
へ

磯4）とお1∬93（第3種郵便物認可）昭和53年’8月10日

二
百
十
年
目
の
衣
替
え

i
神
宮
寺
山
門
総
葺
替
ー

　
四
日
町
・
神
宮
寺
の
山
門
が
総
冒
替
え
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
山
門
が
建
立
さ
れ
た
の
が
宝
暦
十
一
年
（
一
七
六
『
）
か

ら
明
和
六
年
（
一
七
六
九
）
の
間
で
す
か
ら
こ
ん
ど
の
総
葺
替
え

は
、
約
二
百
十
年
目
に
な
り
ま
す
。

　
時
代
の
移
り
変
わ
り
の
中
で
、
昔
ど
こ
に
で
も
見
ら
れ
た
茅
葺

き
の
屋
根
が
姿
を
消
し
、
屋
根
屋
職
人
も
転
廃
業
し
た
り
し
て
、

後
継
者
も
ほ
と
ん
ど
い
な
く
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
中
で
、
貴

重
な
文
化
財
が
昔
の
ま
ま
の
姿
で
残
さ
れ
，
守
ら
れ
て
ゆ
く
の
は

う
れ
し
い
こ
と
で
す
。

　
神
宮
寺
の
本
堂
に
は
、
県
指
定
文
化
財
の
木
像
十
一
面
干
手
観

音
立
像
、
毘
沙
門
天
，
広
目
天
王
立
像
が
安
置
さ
れ
て
お
り
，
広

々
と
し
た
境
内
地
と
今
度
葺
替
え
に
な
つ
た
山
門
は
、
市
の
文
化

財
（
史
跡
）
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
夏
休
み
の
一
日
，
あ
な
た
も
、
こ
の
史
跡
を
お
と
ず
れ
て
み
ま

せ
ん
か
。

　　　　　　　　　　　すがすがしい気持ちに

　　　　　　　　　　　　四日町第2　田村周三

羅　 醗羅私で5代目になりますが洗
犠毒　義辮祖代々神宮寺さまに出入1〕させ

　　　　　　　　　　てもず）っています。

　　　　　　　　　　　田んぼや畑に行くのに、毎日

山門の前を通らせてもらっていますが、葺替えになっ

たら・何かこうパァーと明るくな一）たような、すがすが

しい気持ちになります。喜んでいます．

　神宮寺さまには、お参りの人がたくさんきて、はやっ

てもr）うのは良いび）ですけれども、観光地みたいにギャ

ーギャー・ワーワーするところにはしたくないですね。

あそこに行った‘）静かの中にギ，心が安まる落ちっいた場

所になつてもらいたいと思っています。

　地元でも・老人クラブが茅を集めたり、職人さんのお

茶の接待をしたりして協力しました。

　こうしてもらえば・この先何年も安心していビ）れます。

棟
梁
・
小
川
忠
作
さ
ん
㈱

　
十
五
歳
で
こ
の
道
に
入
り
、
今
ま

で
に
、
多
く
の
郡
市
内
外
の
神
社
、

仏
閣
の
葺
替
え
を
手
が
け
て
い
る
．

餅
轟譜

汽

肌工事メモ鳳

夢撫繊議

かやごしらえ

葺きこみ
獺
　
　
捗
き

難
毒耀慈粥　

監
’

圏工　　期

　　　6月8日～7月8日
　材料び）手配は雪消えと同時におこ

　ない、大井田地区老人クラブグ）人

　達が5月15日茅刈りの奉仕をする・

515万円■総経費

人■職

　　延294人（実数15人）

　●職人の出身地／津南町辰之口

　外丸，小岡，中深見、上野などか

■人　　夫

延95人（実数12人）

仕上げのヤガリ
500シメ

20シメ

40坪

3，000本

40タマ

4タマ
15㎏

55束

1カン

■使った材料

　・茅

　・よ　　し

　・杉　皮

　・山　竹

　・縄

　〃（ナイロン

　・16番線

　・ワ　ラ

　●　コーノレターノレ

つめこみ作業はりふみ（山竹で茅をとじる）
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昨
年
の
七
月
か
ら
建
築
工
事
が
進

め
ら
れ
て
い
た
中
条
中
学
校
の
校
舎

が
完
成
し
、
し
月
三
十
日
　
旧
校
舎

の
お
別
れ
式
か
あ
り
ま
し
た
。

　
式
で
は
、
春
日
市
長
か
ら
「
自
分

を
育
ん
で
く
れ
た
も
の
を
大
事
に
す

る
こ
と
は
、
人
間
の
愛
情
や
感
謝
の

気
持
ち
に
つ
な
が
り
ま
す
．
こ
の
旧

校
舎
に
対
す
る
お
別
れ
式
が
、
良
い

思
い
出
と
な
り
、
新
校
舎
に
対
す
る

｝
層
の
愛
着
と
な
る
こ
と
を
望
み
ま

す
」
と
挨
拶
が
あ
り
、
生
徒
代
表
の

田
村
貴
美
子
さ
ん
が
「
先
輩
が
、
石

運
び
を
し
て
作
っ
て
く
れ
た
と
い
う

こ
の
校
舎
に
三
十
年
の
年
輪
の
重
み

を
感
じ
ま
す
。
二
学
期
か
ら
新
校
舎

に
入
・
て
、
一
生
懸
命
勉
強
し
ま
す
」

と
答
え
て
い
ま
し
た
。
式
に
参
加
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
し
ま

　　　ファンのみなさん　ゲ

野球場C面オープン

て
　
た
同
校
、
．
一
回
卒
業
の
二
瓶
吉
治

さ
ん
は
、
当
時
は
、
学
校
に
カ
バ
ン

と
石
力
、
こ
を
持
っ
て
、
毎
日
通
つ
た

も
ん
で
す
。
二
回
生
か
ら
四
回
生
ま

で
信
濃
川
か
ら
石
運
び
を
し
ま
し
た
．

そ
れ
だ
け
に
こ
の
旧
い
校
舎
に
は
愛

着
が
あ
っ
　
　
こ
オ
し
た
ド
　
土
台

石
を
家
に
持
っ
て
行
き
た

で
す
」
と
感
慨
深
そ
う
に
話
し
て

ま
し
た
．
二
学
期
か
ら
新
し
い
校
舎

径
繍
⑲
訊
麟
嚢
懇
讐

純
黙
鰭
罵
鵠
融
器

多
発
し
て
い
ま
す
。

融
蕩
輝
雄
繧
劫
い
蘇

ま
し
よ
う
o

、
－
，
㊧
和
駈
誌
毅
懇

一
蔑
登
③
＋
月
百
か
ら
適
用
に
な
｛

難y

◎
讐
鋒
裁
懸
る

二
学
期
か
ら
新
し
い
教
室
で

品に対する注意
理につかう原材料は新鮮

のを使用すること。

理は短時問に行い、食品

るべく室温に放置しない

品は、冷蔵（10度以下）

をすること。特に残品に

意して、場合によっては

すること。

ま物のせっ食は極力さけ

してから食べること。

介類を調理する場合は、

に水洗いをして調理する

　信濃川運動公園造成の一環として、去る6月より

工事が進められていた野球場C面がこのほど完成し

8月6日オーフン野球大会とともに一般開放されま

した。

　すでに完成している野球場A・B面とテニスコー

ト8面は多くの市民から利用されており、野球場C

面の完成によって、より気軽にスポーツを楽しむ機

会が増えたといえるでしょう。

　同公園は、来年度サッカー場／面と遊歩道を造成

して、全計画を完了する予定になっています。

　なお、各野球場を利用したい人は市民体育館へ申

し込んでください。

食
欄
幅
燗
眈
誌
喰
塒
雌
麟
融
櫨
騰
粉
ユ

で．

／

○◎①哩

嵩

器具・器材について

（つ食品に直接ふれる、まな

板・包丁・ふきん等は、十

分洗浄・殺菌・乾燥に努め

ること。

（ロ）冷蔵庫を過信しないこと

特に食品の詰めすぎに注意

するとともに、庫内の整理

整頓、清掃を行うこと。

　そ　の　他
ω仕出し等を注文する場合は、食べる時間を明確に伝

え、無理な注文をしないこと。

（司会席等の残品の持ち帰りは特に危険なので慎むこと

やむを得ない場合は必ず加熱してから食べること。

い〉手洗いの励行等により常に身体の清潔に気をつける

こと。

←）暴飲暴食をさけ、十分睡眠をとり、健康保持に留意

すること。

方
は
早
め
に
請
求
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　
満
洲
青
年
移
民
を
準
軍
属
に

　
　
昭
和
十
二
年
十
一
月
三
十
日
の
閣

　
議
決
定
「
満
洲
に
対
す
る
青
年
移
民

　
送
出
に
関
す
る
件
」
に
基
づ
い
て
実

　
施
さ
れ
た
満
洲
青
年
移
民
を
準
軍
属

　
と
し
て
処
遇
す
る
こ
と
に
な
り
、
つ

　
ぎ
の
よ
う
に
、
本
人
ま
た
は
遺
族
に

　
改
正
法
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

対
象
と
な
る
者

　
満
洲
青
年
移
民
も
し
く
は
、
昭
和

十
四
年
十
二
月
二
十
二
日
前
の
満
洲

に
お
い
て
、
軍
事
に
関
す
る
業
務
上

の
傷
病
ま
た
は
、
軍
事
に
関
す
る
業

務
に
関
連
す
る
傷
病
に
か
か
り
、
第

五
款
症
以
上
の
不
具
廃
疾
の
状
態
に

あ
る
者
及
び
、
同
傷
病
に
か
か
り
死

亡
し
た
者
の
遺
族
。

給
付
の
種
類

　
障
害
者
…
…
障
害
年
金
（
障
害
一

時
金
）

　
死
亡
者
…
…
遺
族
給
与
金
・
弔
慰

金
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
／
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一
■●
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非行問題の根をさぐる
　　～家庭のあり方はこれでよいか～

　飲酒・喫煙・万引・売春・自殺等、未成年者グ）問題行動か

増加するばかりだということです。しかも、低年齢化が進ん

で来ているという。　「うちび）子に限って」と思いがちび）家庭

の中に、そんな芽が育一）ていないでしょうか。

　ゆれ動く、多感な思春期び）心を理解し、子どもたちび）教育

と家庭4）あり方を考えなおしてみたいと思います。

第1回
8月22日

　㈹

エスカレートする性非行

～少女売春・その背景～

コ・二一・白岩の里所長

前県中央児童相談所々長

花積正夫

第2回
8月29日

　㈹

なぜ起こる少年殺人
　～その病根はどこに～

新潟少年鑑別所々長

永吉広人

第3回
9月5日
　図

死にたがる子どもたち
～何が子どもたちを
　　　死に走ド）せるのか～

作　　家

藤原審爾

第4回
9月12日

　図

パネルディスカッション

青少年非行と大人の役割

～家庭や社会の
　あり方はこれでよいか～

県・ア教育センウー

小林　　勝
三条市医師

桑原貞子
KK田倉社長
田ロ倉之助
司会／南中学校長
仲　　　健一

囹夜7時～9時　囹会場／十日町市公民館
囹申込み／受験料は無料です．公民館本館または、地区公

　　　　　民館に申し込んでください。
　　　　　電話申込みでもけっこうです．（7－5011有52910）

　　　　　　　　　　　　　　　　＝　器　■■　　　璽　劃一

　
第
十
一
回
市
美
術
展
が
十
月
六
日

團
～
八
日
側
の
三
日
間
、
市
公
民
館

を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
公
民
館
市
展
係
で
は
つ
ぎ
の
と
お

り
出
品
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
あ
な
た
も
出
品
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
作
品

第
一
部
〈
日
本
画
〉
　
（
額
ぶ
ち
付
）

第
二
部
〈
洋
画
〉
油
絵
、
水
彩
、
パ

ス
テ
ル
、
版
画
（
百
号
ま
で
、
額
ぶ

ち
付
）

第
三
部
く
新
し
い
美
術
V
　
（
常
識
以

上
の
大
き
さ
を
越
え
な
い
こ
と
）

第
四
部
〈
彫
塑
〉
　
（
常
識
以
上
の
大

き
さ
を
越
え
な
い
こ
と
）

第
五
部
〈
書
道
〉
　
（
全
紙
四
分
の
一

つ
ぎ
以
内
、
枠
張
り
表
装
、
ガ
ラ
ス

枠
は
不
可
、
釈
文
票
添
付
、
釈
文
票

審
査
員
　
日
本
画
・
洋
画
・
新
し
い

美
術
・
彫
塑
…
…
嘉
門
安
雄
（
ブ
リ

ジ
ス
ト
ン
美
術
館
々
長
）

書
道
…
…
弦
巻
松
蔭
（
新
潟
県
書
道

協
会
副
会
長
）

写
真
…
…
目
黒
計
一
（
日
本
写
真
家

協
会
理
事
）

賞
　
市
展
賞
、
奨
励
賞
、
佳
作
賞

発
表
　
市
報
及
び
地
元
新
聞
で

そ
の
他
　
詳
し
い
こ
と
は
十
日
町
市

公
民
館
市
展
係
（
学
校
町
・
奮
七
ー

五
〇
二
）
か
各
地
区
公
民
館
へ

　
枯
木
又
婦
人
学
級
で
は
、
昨
年
ま

で
の
三
ヵ
年
間
、
自
分
達
で
、
自
分

達
の
部
落
を
知
る
た
め
に
、
自
分
達

で
調
べ
る
学
習
を
す
す
め
て
き
ま
し

た
。
そ
の
年
に
調
べ
た
こ
と
は
小
冊

子
に
ま
と
め
、
そ
れ
を
生
か
し
て
の

学
習
に
つ
な
げ
て
ゆ
く
よ
う
に
と
考

、
え
て
来
た
の
で
す
。

　
　
一
年
目
は
、
年
中
行
事
と
そ
の
料

理
、
女
の
く
ら
し
、
救
急
法
、
子
ど

も
の
遊
び
や
遊
び
う
た
、
農
作
業
や

野
菜
の
う
つ
り
か
わ
り
な
ど

　
二
年
目
は
、
枯
木
又
の
歴
史
年
表

作
り
、
地
蔵
様
や
雨
ご
い
等
の
由
来

枯
木
又
の
同
族
系
譜
図
、
出
稼
ぎ
や

　
お
か
ね
さ
ま
、
冠
婚
葬
祭
の
う
つ
り

変
わ
り
等
を
調
べ
、
昨
年
は
枯
木
又

　
に
伝
わ
っ
て
い
る
昔
話
を
調
べ
る
こ

　
と
に
な
り
、
お
と
し
よ
り
に
聞
い
た

　
り
、
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
を
か
つ
い

　
で
集
録
し
た
り
、
忘
れ
た
と
こ
ろ
は

　
み
ん
な
で
話
合
い
思
い
出
し
な
が
ら

　
ま
と
め
ま
し
た
。

　
　
人
に
与
え
ら
れ
た
も
の
を
聞
い
た

り
見
た
り
し
た
受
身
の
学
習
か
ら
、

自
分
達
が
参
加
し
て
、
自
分
達
で
見

た
り
聞
い
た
り
し
て
調
べ
る
学
習
方

法
を
と
っ
て
き
た
の
で
す
．

　
今
年
は
、
せ
っ
か
く
み
ん
な
で
調

べ
た
も
の
を
調
べ
っ
ぱ
な
し
で
は
な

く
、
そ
れ
を
生
か
し
て
ゆ
こ
う
と
い

う
こ
と
で
学
習
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

　
昔
か
ら
伝
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
影

絵
に
し
て
表
現
し
て
ゆ
二
う
と
い
う

の
で
す
．
今
影
絵
作
り
を
べ
ん
き
ょ

とお∬93

轍
灘
撚
み
更
か
，
國

　
　
　
　
ず
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
ペ
ン
書
も
可
）

抽
輝
濫
、
　
　
　
　
第
六
部
〈
写
真
〉
（
半
切
以
上
全
倍

麿
　
弓
底
、
瀬

驚
　
　
　
∂
い
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
で
、
組
写
真
は
長
辺
一
メ
ー
ト
ル

市
展
ポ
ス
タ
i
入
賞
者

自分たちで
　　調べたり作ったり

枯木又婦人学級

米飛渡地区公民館※

う
中
で
す
が
、
お
か
あ
さ
ん
達
が
こ

の
よ
う
な
こ
と
を
す
る
の
は
学
校
卒

業
以
来
の
こ
と
で
す
．

　
や
っ
た
こ
と
の
な
い
こ
と
を
す
る

こ
と
に
は
、
多
少
の
し
り
ご
み
は
あ

り
ま
す
し
、
ま
だ
始
め
た
ば
か
り
で

自
分
で
作
っ
た
喜
び
は
沸
い
て
き
ま

せ
ん
が
、
自
分
で
調
べ
た
こ
と
を
自

分
で
表
現
で
き
る
こ
と
に
意
欲
を
燃

や
し
て
い
ま
す
。

　
影
絵
と
し
て
表
現
す
る
の
に
、
イ

o劉

五
十
セ
ン
チ
ま
で
　
ノ
ネ
ル
張
り
）

出
品
料
　
各
部
と
も
一
般
一
点
七
百

円
、
高
校
生
以
下
五
百
円

搬
入
　
九
月
三
十
日
個
ゆ
・
午
前
九
時

ろ
午
後
八
時
半
ま
で
に
市
公
民
館
へ

入
選
／
岡
田
征
六
（
中
条
中
町
）

佳
作
／
高
橋
幸
男
（
神
明
町
）
田
村

修
（
下
条
一
）
樋
熊
正
信
（
新
座
三
）

斎
木
哲
夫
（
南
鐙
坂
）
金
子
良
一

（
袋
町
）
大
町
啓
子
（
四
日
町
一
）

メ
ー
ジ
を
つ
か
み
や
す
い
、
遊
び
う

た
の
中
か
ら
、
て
ま
り
う
た
・
ざ
っ

く
う
た
・
枯
木
又
の
鳥
追
い
う
た
．

枯
木
又
の
子
守
う
た
な
ど
を
厚
ボ
ー

ル
に
下
絵
を
書
き
、
カ
ッ
タ
ー
で
切

り
抜
い
た
り
、
ト
レ
ッ
シ
ン
グ
ペ
ー

パ
ー
を
は
っ
た
り
、
自
分
達
で
教
材

を
作
り
出
す
学
習
で
す
。

　
狛
江
市
の
村
木
さ
ん
か
ら
．
こ
指
導

を
受
け
、
天
影
絵
作
り
の
作
業
を
始
め

ま
し
た
。

　
遊
び
う
た
は
、
子
ど
も
の
こ
ろ
を

思
い
出
し
な
が
ら
唄
っ
て
も
ら
い
ま

し
た
。
忘
れ
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ
唄
が

少
し
ず
つ
違
っ
て
い
た
り
し
ま
し
た

が
、
そ
れ
は
昔
う
た
っ
た
唄
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
四
つ
の
グ
ル
ー
プ

に
わ
か
れ
て
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ

て
、
下
絵
を
書
い
た
り
、
カ
ッ
タ
ー

を
使
っ
て
切
り
抜
い
た
り
、
ノ
リ
づ

け
し
た
り
し
な
が
ら
、
枯
木
又
に
伝

わ
る
、
今
は
消
え
そ
う
に
な
っ
て
い

る
遊
び
う
た
を
、
影
絵
で
表
現
し
残

し
て
い
こ
う
と
は
り
切
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
波
形
〉
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昨
年
の
七
月
か
ら
建
築
工
事
が
進

め
ら
れ
て
い
た
中
条
中
学
校
の
校
舎

が
完
成
し
、
し
月
三
十
日
　
旧
校
舎

の
お
別
れ
式
か
あ
り
ま
し
た
。

　
式
で
は
、
春
日
市
長
か
ら
「
自
分

を
育
ん
で
く
れ
た
も
の
を
大
事
に
す

る
こ
と
は
、
人
間
の
愛
情
や
感
謝
の

気
持
ち
に
つ
な
が
り
ま
す
．
こ
の
旧

校
舎
に
対
す
る
お
別
れ
式
が
、
良
い

思
い
出
と
な
り
、
新
校
舎
に
対
す
る

｝
層
の
愛
着
と
な
る
こ
と
を
望
み
ま

す
」
と
挨
拶
が
あ
り
、
生
徒
代
表
の

田
村
貴
美
子
さ
ん
が
「
先
輩
が
、
石

運
び
を
し
て
作
っ
て
く
れ
た
と
い
う

こ
の
校
舎
に
三
十
年
の
年
輪
の
重
み

を
感
じ
ま
す
。
二
学
期
か
ら
新
校
舎

に
入
・
て
、
一
生
懸
命
勉
強
し
ま
す
」

と
答
え
て
い
ま
し
た
。
式
に
参
加
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
し
ま

　　　ファンのみなさん　ゲ

野球場C面オープン

て
　
た
同
校
、
．
一
回
卒
業
の
二
瓶
吉
治

さ
ん
は
、
当
時
は
、
学
校
に
カ
バ
ン

と
石
力
、
こ
を
持
っ
て
、
毎
日
通
つ
た

も
ん
で
す
。
二
回
生
か
ら
四
回
生
ま

で
信
濃
川
か
ら
石
運
び
を
し
ま
し
た
．

そ
れ
だ
け
に
こ
の
旧
い
校
舎
に
は
愛

着
が
あ
っ
　
　
こ
オ
し
た
ド
　
土
台

石
を
家
に
持
っ
て
行
き
た

で
す
」
と
感
慨
深
そ
う
に
話
し
て

ま
し
た
．
二
学
期
か
ら
新
し
い
校
舎

径
繍
⑲
訊
麟
嚢
懇
讐

純
黙
鰭
罵
鵠
融
器

多
発
し
て
い
ま
す
。

融
蕩
輝
雄
繧
劫
い
蘇

ま
し
よ
う
o

、
－
，
㊧
和
駈
誌
毅
懇

一
蔑
登
③
＋
月
百
か
ら
適
用
に
な
｛

難y

◎
讐
鋒
裁
懸
る

二
学
期
か
ら
新
し
い
教
室
で

品に対する注意
理につかう原材料は新鮮

のを使用すること。

理は短時問に行い、食品

るべく室温に放置しない

品は、冷蔵（10度以下）

をすること。特に残品に

意して、場合によっては

すること。

ま物のせっ食は極力さけ

してから食べること。

介類を調理する場合は、

に水洗いをして調理する

　信濃川運動公園造成の一環として、去る6月より

工事が進められていた野球場C面がこのほど完成し

8月6日オーフン野球大会とともに一般開放されま

した。

　すでに完成している野球場A・B面とテニスコー

ト8面は多くの市民から利用されており、野球場C

面の完成によって、より気軽にスポーツを楽しむ機

会が増えたといえるでしょう。

　同公園は、来年度サッカー場／面と遊歩道を造成

して、全計画を完了する予定になっています。

　なお、各野球場を利用したい人は市民体育館へ申

し込んでください。

食
欄
幅
燗
眈
誌
喰
塒
雌
麟
融
櫨
騰
粉
ユ

で．

／

○◎①哩

嵩

器具・器材について

（つ食品に直接ふれる、まな

板・包丁・ふきん等は、十

分洗浄・殺菌・乾燥に努め

ること。

（ロ）冷蔵庫を過信しないこと

特に食品の詰めすぎに注意

するとともに、庫内の整理

整頓、清掃を行うこと。

　そ　の　他
ω仕出し等を注文する場合は、食べる時間を明確に伝

え、無理な注文をしないこと。

（司会席等の残品の持ち帰りは特に危険なので慎むこと

やむを得ない場合は必ず加熱してから食べること。

い〉手洗いの励行等により常に身体の清潔に気をつける

こと。

←）暴飲暴食をさけ、十分睡眠をとり、健康保持に留意

すること。

方
は
早
め
に
請
求
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　
満
洲
青
年
移
民
を
準
軍
属
に

　
　
昭
和
十
二
年
十
一
月
三
十
日
の
閣

　
議
決
定
「
満
洲
に
対
す
る
青
年
移
民

　
送
出
に
関
す
る
件
」
に
基
づ
い
て
実

　
施
さ
れ
た
満
洲
青
年
移
民
を
準
軍
属

　
と
し
て
処
遇
す
る
こ
と
に
な
り
、
つ

　
ぎ
の
よ
う
に
、
本
人
ま
た
は
遺
族
に

　
改
正
法
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

対
象
と
な
る
者

　
満
洲
青
年
移
民
も
し
く
は
、
昭
和

十
四
年
十
二
月
二
十
二
日
前
の
満
洲

に
お
い
て
、
軍
事
に
関
す
る
業
務
上

の
傷
病
ま
た
は
、
軍
事
に
関
す
る
業

務
に
関
連
す
る
傷
病
に
か
か
り
、
第

五
款
症
以
上
の
不
具
廃
疾
の
状
態
に

あ
る
者
及
び
、
同
傷
病
に
か
か
り
死

亡
し
た
者
の
遺
族
。

給
付
の
種
類

　
障
害
者
…
…
障
害
年
金
（
障
害
一

時
金
）

　
死
亡
者
…
…
遺
族
給
与
金
・
弔
慰

金
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
／
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非行問題の根をさぐる
　　～家庭のあり方はこれでよいか～

　飲酒・喫煙・万引・売春・自殺等、未成年者グ）問題行動か

増加するばかりだということです。しかも、低年齢化が進ん

で来ているという。　「うちび）子に限って」と思いがちび）家庭

の中に、そんな芽が育一）ていないでしょうか。

　ゆれ動く、多感な思春期び）心を理解し、子どもたちび）教育

と家庭4）あり方を考えなおしてみたいと思います。

第1回
8月22日

　㈹

エスカレートする性非行

～少女売春・その背景～

コ・二一・白岩の里所長

前県中央児童相談所々長

花積正夫

第2回
8月29日

　㈹

なぜ起こる少年殺人
　～その病根はどこに～

新潟少年鑑別所々長

永吉広人

第3回
9月5日
　図

死にたがる子どもたち
～何が子どもたちを
　　　死に走ド）せるのか～

作　　家

藤原審爾

第4回
9月12日

　図

パネルディスカッション

青少年非行と大人の役割

～家庭や社会の
　あり方はこれでよいか～

県・ア教育センウー

小林　　勝
三条市医師

桑原貞子
KK田倉社長
田ロ倉之助
司会／南中学校長
仲　　　健一

囹夜7時～9時　囹会場／十日町市公民館
囹申込み／受験料は無料です．公民館本館または、地区公

　　　　　民館に申し込んでください。
　　　　　電話申込みでもけっこうです．（7－5011有52910）

　　　　　　　　　　　　　　　　＝　器　■■　　　璽　劃一

　
第
十
一
回
市
美
術
展
が
十
月
六
日

團
～
八
日
側
の
三
日
間
、
市
公
民
館

を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
公
民
館
市
展
係
で
は
つ
ぎ
の
と
お

り
出
品
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
あ
な
た
も
出
品
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
作
品

第
一
部
〈
日
本
画
〉
　
（
額
ぶ
ち
付
）

第
二
部
〈
洋
画
〉
油
絵
、
水
彩
、
パ

ス
テ
ル
、
版
画
（
百
号
ま
で
、
額
ぶ

ち
付
）

第
三
部
く
新
し
い
美
術
V
　
（
常
識
以

上
の
大
き
さ
を
越
え
な
い
こ
と
）

第
四
部
〈
彫
塑
〉
　
（
常
識
以
上
の
大

き
さ
を
越
え
な
い
こ
と
）

第
五
部
〈
書
道
〉
　
（
全
紙
四
分
の
一

つ
ぎ
以
内
、
枠
張
り
表
装
、
ガ
ラ
ス

枠
は
不
可
、
釈
文
票
添
付
、
釈
文
票

審
査
員
　
日
本
画
・
洋
画
・
新
し
い

美
術
・
彫
塑
…
…
嘉
門
安
雄
（
ブ
リ

ジ
ス
ト
ン
美
術
館
々
長
）

書
道
…
…
弦
巻
松
蔭
（
新
潟
県
書
道

協
会
副
会
長
）

写
真
…
…
目
黒
計
一
（
日
本
写
真
家

協
会
理
事
）

賞
　
市
展
賞
、
奨
励
賞
、
佳
作
賞

発
表
　
市
報
及
び
地
元
新
聞
で

そ
の
他
　
詳
し
い
こ
と
は
十
日
町
市

公
民
館
市
展
係
（
学
校
町
・
奮
七
ー

五
〇
二
）
か
各
地
区
公
民
館
へ

　
枯
木
又
婦
人
学
級
で
は
、
昨
年
ま

で
の
三
ヵ
年
間
、
自
分
達
で
、
自
分

達
の
部
落
を
知
る
た
め
に
、
自
分
達

で
調
べ
る
学
習
を
す
す
め
て
き
ま
し

た
。
そ
の
年
に
調
べ
た
こ
と
は
小
冊

子
に
ま
と
め
、
そ
れ
を
生
か
し
て
の

学
習
に
つ
な
げ
て
ゆ
く
よ
う
に
と
考

、
え
て
来
た
の
で
す
。

　
　
一
年
目
は
、
年
中
行
事
と
そ
の
料

理
、
女
の
く
ら
し
、
救
急
法
、
子
ど

も
の
遊
び
や
遊
び
う
た
、
農
作
業
や

野
菜
の
う
つ
り
か
わ
り
な
ど

　
二
年
目
は
、
枯
木
又
の
歴
史
年
表

作
り
、
地
蔵
様
や
雨
ご
い
等
の
由
来

枯
木
又
の
同
族
系
譜
図
、
出
稼
ぎ
や

　
お
か
ね
さ
ま
、
冠
婚
葬
祭
の
う
つ
り

変
わ
り
等
を
調
べ
、
昨
年
は
枯
木
又

　
に
伝
わ
っ
て
い
る
昔
話
を
調
べ
る
こ

　
と
に
な
り
、
お
と
し
よ
り
に
聞
い
た

　
り
、
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
を
か
つ
い

　
で
集
録
し
た
り
、
忘
れ
た
と
こ
ろ
は

　
み
ん
な
で
話
合
い
思
い
出
し
な
が
ら

　
ま
と
め
ま
し
た
。

　
　
人
に
与
え
ら
れ
た
も
の
を
聞
い
た

り
見
た
り
し
た
受
身
の
学
習
か
ら
、

自
分
達
が
参
加
し
て
、
自
分
達
で
見

た
り
聞
い
た
り
し
て
調
べ
る
学
習
方

法
を
と
っ
て
き
た
の
で
す
．

　
今
年
は
、
せ
っ
か
く
み
ん
な
で
調

べ
た
も
の
を
調
べ
っ
ぱ
な
し
で
は
な

く
、
そ
れ
を
生
か
し
て
ゆ
こ
う
と
い

う
こ
と
で
学
習
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

　
昔
か
ら
伝
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
影

絵
に
し
て
表
現
し
て
ゆ
二
う
と
い
う

の
で
す
．
今
影
絵
作
り
を
べ
ん
き
ょ

とお∬93

轍
灘
撚
み
更
か
，
國

　
　
　
　
ず
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
ペ
ン
書
も
可
）

抽
輝
濫
、
　
　
　
　
第
六
部
〈
写
真
〉
（
半
切
以
上
全
倍

麿
　
弓
底
、
瀬

驚
　
　
　
∂
い
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
で
、
組
写
真
は
長
辺
一
メ
ー
ト
ル

市
展
ポ
ス
タ
i
入
賞
者

自分たちで
　　調べたり作ったり

枯木又婦人学級

米飛渡地区公民館※

う
中
で
す
が
、
お
か
あ
さ
ん
達
が
こ

の
よ
う
な
こ
と
を
す
る
の
は
学
校
卒

業
以
来
の
こ
と
で
す
．

　
や
っ
た
こ
と
の
な
い
こ
と
を
す
る

こ
と
に
は
、
多
少
の
し
り
ご
み
は
あ

り
ま
す
し
、
ま
だ
始
め
た
ば
か
り
で

自
分
で
作
っ
た
喜
び
は
沸
い
て
き
ま

せ
ん
が
、
自
分
で
調
べ
た
こ
と
を
自

分
で
表
現
で
き
る
こ
と
に
意
欲
を
燃

や
し
て
い
ま
す
。

　
影
絵
と
し
て
表
現
す
る
の
に
、
イ

o劉

五
十
セ
ン
チ
ま
で
　
ノ
ネ
ル
張
り
）

出
品
料
　
各
部
と
も
一
般
一
点
七
百

円
、
高
校
生
以
下
五
百
円

搬
入
　
九
月
三
十
日
個
ゆ
・
午
前
九
時

ろ
午
後
八
時
半
ま
で
に
市
公
民
館
へ

入
選
／
岡
田
征
六
（
中
条
中
町
）

佳
作
／
高
橋
幸
男
（
神
明
町
）
田
村

修
（
下
条
一
）
樋
熊
正
信
（
新
座
三
）

斎
木
哲
夫
（
南
鐙
坂
）
金
子
良
一

（
袋
町
）
大
町
啓
子
（
四
日
町
一
）

メ
ー
ジ
を
つ
か
み
や
す
い
、
遊
び
う

た
の
中
か
ら
、
て
ま
り
う
た
・
ざ
っ

く
う
た
・
枯
木
又
の
鳥
追
い
う
た
．

枯
木
又
の
子
守
う
た
な
ど
を
厚
ボ
ー

ル
に
下
絵
を
書
き
、
カ
ッ
タ
ー
で
切

り
抜
い
た
り
、
ト
レ
ッ
シ
ン
グ
ペ
ー

パ
ー
を
は
っ
た
り
、
自
分
達
で
教
材

を
作
り
出
す
学
習
で
す
。

　
狛
江
市
の
村
木
さ
ん
か
ら
．
こ
指
導

を
受
け
、
天
影
絵
作
り
の
作
業
を
始
め

ま
し
た
。

　
遊
び
う
た
は
、
子
ど
も
の
こ
ろ
を

思
い
出
し
な
が
ら
唄
っ
て
も
ら
い
ま

し
た
。
忘
れ
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ
唄
が

少
し
ず
つ
違
っ
て
い
た
り
し
ま
し
た

が
、
そ
れ
は
昔
う
た
っ
た
唄
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
四
つ
の
グ
ル
ー
プ

に
わ
か
れ
て
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ

て
、
下
絵
を
書
い
た
り
、
カ
ッ
タ
ー

を
使
っ
て
切
り
抜
い
た
り
、
ノ
リ
づ

け
し
た
り
し
な
が
ら
、
枯
木
又
に
伝

わ
る
、
今
は
消
え
そ
う
に
な
っ
て
い

る
遊
び
う
た
を
、
影
絵
で
表
現
し
残

し
て
い
こ
う
と
は
り
切
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
波
形
〉
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牽　
十
目
町
雪
ま
つ
り
は
、
昭
和
二
十

五
年
に
第
一
回
が
開
催
さ
れ
て
以
来

十
日
町
市
民
が
深
雪
を
の
り
越
え
て

集
う
冬
の
饗
宴
と
し
て
、
年
々
盛
大

に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
お

り
、
来
年
二
月
の
開
催
で
．
．
．
十
回
を

数
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
、

　
雪
ま
つ
り
委
員
会
て
は
、
、
．
．
レ
回

を
記
念
し
て
各
種
行
事
の
計
画
を
策

定
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
一
環
と
し

て
「
↑
目
町
雪
ま
つ
り
シ
ン
ボ
ル
マ

ー
ク
」
を
募
集
す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。　
テ
ー
マ
は
、
十
日
町
雪
ま
つ
り
に

ふ
さ
わ
し
く
、
特
に
雪
国
の
生
活
を

明
る
く
楽
し
い
も
の
に
し
よ
う
と
す

る
雪
ま
っ
り
と
、
絹
織
物
の
発
展
を

象
徴
し
た
も
の
に
し
ま
す
。

　
募
集
内
容
は
つ
ぎ
の
と
お
リ
ィ
．
＼

人
賞
作
品
は
雪
ま
つ
り
に
ち
な
む
各

種
作
品
、
広
告
、
印
刷
物
等
に
使
用

す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
、

幽
募
集
内
容

●
大
き
さ
　
十
穂
．
四
方
の
枠
内
に
お

さ
ま
る
も
の

●
色
数
　
地
色
を
含
め
て
、
一
色
以
内

●
締
切
　
八
月
．
．
．
十
一
日

●
応
募
先
　
十
日
町
市
役
所
商
工
課

●
授
賞
　
入
選
一
点
　
賞
金
二
万
円

佳
作
五
点
　
賞
金
各
．
．
一
千
円

●
審
査
　
雪
ま
つ
り
企
画
宣
伝
部
会

が
行
う

●
発
表
　
市
報
そ
の
他
に
発
表
す
る

と
と
も
に
入
選
者
に
通
知
す
る
。

　
応
募
作
品
は
返
却
せ
ず
、
版
権
は

十
日
町
雪
ま
つ
り
委
員
会
に
属
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
．
、

　
そ
の
ほ
か
詳
細
は
、
市
・
商
工
課

（
雪
七
ー
．
』
一
二
内
線
二
四
じ

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の
ほ
か

に
も
、
雪
ま
つ
り
全
体
に
対
す
る
市

民
の
み
な
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
等
を
募

集
す
る
予
定
’
、
、
す
。
　
（
次
号
以
ド
の

市
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

新
潟
県
勤
労
者
美
術
展
に

　
　
　
　
　
　
　
　
応
募
し
ま
せ
ん
か
ノ

　
第
二
十
八
回
新
潟
県
勤
労
者
美
術

展
が
、
十
月
二
十
六
目
～
二
十
九
日

ま
で
新
潟
県
美
術
博
物
館
（
県
民
会

館
）
を
会
場
に
行
わ
れ
ま
す
．

　
県
で
は
つ
ぎ
の
要
項
に
よ
り
作
品

を
募
集
し
ま
す
．

◆
応
募
資
格
　
県
内
の
事
業
所
等
（
官

公
庁
・
学
校
を
含
む
）
に
勤
務
す
る

人
。◆
作
品
　
各
部
門
と
も
一
人
二
点
以

内
で
未
発
表
の
も
の
．

…　　　50・　・
第第第号第第
四四三以二一
部部部内部部

目
本
画
（
5
0
号
以
内
）

洋
画
（
版
画
を
含
む
、

彫
塑
工
芸
書
（
ハ
ガ
キ
大
の
釈
文

を
作
品
裏
面
に
は
る
こ
と
）

・
第
六
部
　
写
真

◆
応
募
　
所
定
の
申
込
書
に
よ
り
九

月
一
日
囲
～
九
月
三
十
日
因
ま
で
に

長
岡
労
政
事
務
所
小
出
支
所
（
北
魚

沼
郡
小
出
町
大
塚
新
田
　
盈
、
、
）
、
一
五

七
九
i
口
－
二
二
一
］
）
に
、
応
募

手
数
料
、
『
点
に
つ
き
五
百
円
を
添

え
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
、

◆
審
査
・
展
示
・
発
表
　
・
応
募
作

品
は
す
べ
て
審
査
を
行
い
、
人
選
作

品
を
展
示
す
る
。
審
査
結
果
の
発
表

は
入
選
者
あ
て
に
通
知
す
る
．
、

◆
表
彰
　
知
事
賞
・
新
潟
市
長
賞
他

◆
搬
入
・
搬
出
　
搬
入
・
搬
出
は
応

募
者
が
行
う
．

・
搬
入
は
十
月
二
十
四
日
午
前
十
時

か
ら
午
後
四
時
ま
で
．

・
搬
出
は
十
月
二
十
九
日
午
後
四
時

か
ら
四
時
五
十
分
ま
で
及
び
、
．
、
一
十

日
午
前
十
時
か
あ
午
後
三
時
ま
て
。

▼
詳
細
は
小
出
支
所
ま
た
は
、
新
潟

県
商
工
労
働
部
労
働
福
祉
係
（
8
二

、
、
丁
五
五
一
一
内
線
一
．
、
二
八
八
）
へ

（第3種郵便物認可）昭和53年8月10日

　　　　　　　　　　国　　　　　　　　　　　　　，翫　　　　　　　　　　　　虞承　　』

　　　　　　　　　　　　　　　』

◎老齢年金を請求するまえに
　国民年金の老齢年金と通算老齢年金は、原則として65歳からうけら

れますが、年金は本人が請求しないと貰えない仕組みになっているこ

とを意外と知らない人が多いようです。

　年金を貰うには、市民課国民年金係の窓口で「裁定請求」の手続き

をとらなければなりません。

　請求する際は「国民年金老齢年金裁定請求書」に国民年金の記号番

号、氏名、住所、支払い金融機関などを忘れずに記入して提出してく

ださい。

　それに、通算老齢年金を請求ずる場合には、他の年金制度との通算を

確認する書類（通算対象期間確認通知書、年金証書または恩給証書）

が必要となります。

　65歳一これは、国民年金の老齢年金支給年齢ですが、本人の希

望により60歳から64歳までの間なら、いつでも年金を繰上げて請求す

ることができます。しかし、この場合び）年金額は一生減額されたまま

ですし、年金額が増額されるたびに、65歳からの満額年金との差は広

がる…方とな1）ます。

　長い老後をたよりにできるのは、年金ではないでしょうか。健康に全

く自信がない……という方は別として、やはり満額年金をもr）った方

がよさそうです。

◎こんなとき、こんな届を

◎禽・㊦・鞭蝋篶難憲讐隻鮮
　　　　　切θ　　　年金を引き続いて受けるためには「現況届』

　　　　　　　　　を定期的に、また、住所がかわったり、支払い

　　　　　　　　　通知書の紛失など、事情の変化や事故があった

　　　　　　　　　ときは、そのつど「届出」をすることが必要で

　　　　　　　　　す。

　この「届出」を怠ると、年金の支払いがストップしたり、支払い通

知書が届かなかったりするなどのさしさわりが生じることになります

　老齢年金と通算老齢年金に関する事務は、東京にある社会保険庁の

業務課で、電子計算機を使って行才）れています。ここでは年金証書の

記号番号と生年月日をよりどころにして事務処理をしていますので、

「誤った届書」を提出しますと、正しい処理ができないため、年金の

支払いが遅くなる原因となります。

　届出にあたっては、年金証書の記号番号と生年月日を正しくはっき

1）と書くようにしましょう。

　なお、郵便局を通じて年金を受けている人は「支払通知書」の発行

日から1年を過ぎると、年金は郵便局の窓口で受けとることができな

くな1）ますので、すみやかに年金を受けとるようにしましょう。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
先

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出
金
東
金
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
提
年

ゆ
翻
榊
轍
旙
齢
抑
尉
屠
㈱
脳
妙
書の
都
軸
囎
根

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
日
く
届
◎◎老齢年金と通算老齢年金

　〒167東京都杉並区高井戸西3－5－24　社会保険庁業務課

◎障害年金などの年金

　市民課国民年金係窓口（唇7－3111番内線218）

●
お
も
な
届
出
（
年
金
受
給
者
）

届
出
を
必
要
と

す
る
場
合

届
出
な
ど
の
名
前

提
出
期
限

毎
年
引
き
続
い
て
年

金
の
支
払
い
を
う
け

よ
う
と
す
る
と
き

国
民
年
金
受
給
権
者

現
況
届

毎
年
2
月
1
5
日

（
老
齢
年
金
な
ど
）

毎
年
5
月
31
目

（
障
害
年
金
な
ど
）

氏
名
を
か
え
た
と
き

年
金
受
給
権
者
氏
名

変
更
届

14

日
以
内

住
所
・
支
払
機
関
を

か
え
た
と
き

年
金
受
給
権
者
住
所
・

支
払
機
関
変
更
届

14

日
以
内

年
金
証
書
を
な
く
し

た
り
し
た
と
き

年
金
証
書
再
交
付
申

請
書

そ
の
つ
ど

支
払
通
知
書
を
な
く

し
た
り
し
た
と
を
覧

支
払
通
知
書
亡
失
届

そ
の
つ
ど

二
つ
以
上
の
年
金
を

う
け
る
権
利
を
得
た

シ
い
去
」

国
民
年
金
受
給
選
択

申
出
書

す
み
や
か
に

十
九
万
八
千
円
未
満

の
老
齢
年
金
を
う
け

て
い
る
人
が
障
害
者

に
な
っ
た
と
き

国
民
年
金
老
齢
年
金

額
改
定
請
求
書

障
害
者
と
な
っ
た

と
キ
」

年
金
を
う
け
て
い
た

人
が
死
亡
し
た
と
き

国
民
年
金
受
給
権
者

死
亡
届

14

日
以
内

未
支
給
年
金
を
う
け

よ
う
と
す
る
と
き

国
民
年
金
未
支
給
年

金
支
給
請
求
書

す
み
や
か
に

◆
年
金
で
安
心
で
き
る
老
後
を

（第3種郵便物認可》昭和53年8月10日とお”93㎝9）

青
少
年
ホ
ー
ム

教
養
講
座
第
二
期
生
募
集
ノ

ー
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
で
は
、
教
養

講
座
第
二
期
生
を
、
つ
ぎ
の
と
お
り

募
集
し
て
い
ま
す
。
受
講
希
望
の
方

は
、
教
材
費
を
添
え
て
ホ
ー
ム
事
務

室
へ
申
込
み
く
だ
さ
い
。
（
8
七
－

八
九
一
八
番
）

受
講
資
格
　
市
内
に
働
く
十
五
歳
～

二
十
五
歳
ま
で
の
勤
労
青
少
年

開
講
期
間
　
■
き
も
の
着
付
（
本
科
）

九
月
～
十
】
月
（
十
二
回
）
　
■
茶

道
・
花
道
・
料
理
　
十
月
～
三
月
（
六

ヵ
月
）

受
講
料
　
無
料
（
教
材
費
実
費
負
担
）

受
講
申
込
み
締
切
り
　
■
き
も
の
着

講
座
名

曜
　
　
　
日

募
集
人
数

流
派

教
材
費

講
　
　
　
　
　
師

き
も
の
着
付

（
本
科
）

金
　
曜
　
日

十
五
名

長
沼
式

三
千
円

田
村
恭
子
先
生

茶
　
　
道

月
　
曜
　
日

十
三
名

宗
偏
派

月
　
千
円

徳
永
久
美
子
先
生

花
　
　
道

毎
月
第
丁
第
二
禾
曜

二
十
名

草
月
流

月千
二
百
円

太
田
千
代
子
先
生

料
　
　
理

毎
月
第
丁
第
三
水
曜

二
十
名

月　
八
百
円

田
ロ
ヤ
ス
子
先
生

高
梨
泰
子
先
生

付
（
本
科
）
八
月
．
、
一
十
一
目
困
　
■
茶

道
・
花
道
・
料
理
九
月
二
十
五
日

則

魚
沼
高
齢
者
無
料
職
業
紹

介
所
が
開
設
さ
れ
ま
し
た

　
こ
の
た
び
、
小
出
町
に
新
し
く
「
魚

沼
高
齢
者
無
料
職
業
紹
介
所
」
が
開

設
さ
れ
ま
し
た
。

　
働
く
意
志
と
能
力
の
あ
る
人
に
は

ど
な
た
で
も
就
職
相
談
に
応
じ
、
そ

の
人
の
体
力
や
経
験
、
能
力
に
応
じ

た
仕
事
を
考
え
、
ふ
さ
わ
し
い
仕
事

を
お
世
話
す
る
機
関
イ
．
、
す
。

　
職
業
の
こ
と
以
外
で
も
高
齢
者
の

生
活
相
談
な
ど
に
も
応
じ
て
い
ま
す
．

　
年
は
と
っ
て
も
働
い
て
社
会
の
た

め
に
な
っ
た
り
、
生
活
の
安
定
を
は

か
り
た
い
と
い
う
方
は
気
軽
に
お
で

O
O
8
8
8
0
リ
リ
の
O
O
O
O
8
0
0
8
8
0
ゐ
O
の
0
ゐ
の
ら
ゆ
の
8
0
0
0
ゐ
8
0
り
8
0
り
8
8
8
ゆ
6
0
の
O
O
O
O
O
の
O
の
O
O
8
8
8
0
の
O
の
ゆ
め
O
O

　
　
　
　
　
　
　
　
ま
　
ち
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
　
だ
　
い

こ
だ
ま
号
の
ま
わ
り
は
　
た
．
自
動
車
文
庫

写
真
左
子
供
で
い
っ
ぱ
い
臥
藍
覇

夏
休
み
も
、
も
う
半
分
終
り
ま
し
　
　
供
で
い
っ
ぱ
い
で

す
。
テ
ー
マ
音
楽

が
聞
え
る
と
、
あ

ち
こ
ち
か
ら
子
供

さ
ん
が
集
ま
『
っ
て
き
ま
す
．
こ
だ
ま

号
は
千
二
百
冊
余
の
本
を
積
ん
で
巡

廻
し
て
い
ま
す
が
、
夏
休
み
に
は
特

に
子
供
用
の
図
書
を
い
っ
ぱ
い
積
ん

で
い
ま
す
。
　
　
　
〈
四
日
町
に
て
〉

“
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
写

コ
ミ
の
不
法
投
棄
　
真
右

　
市
民
の
環
境
思
想
の
向
上
に
ょ
っ

て
、
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
は
な
く
な
っ

て
い
た
の
で
す
が
、
最
近
、
細
尾
地

内
に
大
量
の
ゴ
ミ
が
捨
て
て
あ
り
ま

し
た
．
不
法
投
棄
さ
れ
た
ゴ
ミ
は
、

捨
て
た
人
に
か
た
ず
け
て
も
ら
う
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
た
い
て
い
誰

が
捨
て
た
か
わ
か
る
も
の
ズ
、
す
．

　
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
を
見
つ
け
た
ら

環
境
課
（
8
七
⊥
一
二
一
一
内
線
二

二
五
）
へ
．
こ
連
絡
く
だ
さ
い
．

か
け
く
だ
さ
い
。

　
働
く
意
欲
の
あ
る
高
齢
者
を
職
場

に
た
く
み
に
配
置
し
て
、
よ
い
結
果

を
得
た
例
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
，

　
人
手
を
求
め
て
お
ら
れ
る
方
は
、

仕
事
の
内
容
を
検
討
の
う
え
、
高
齢

者
の
能
力
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
．

申
込
先
　
　
「
魚
沼
高
齢
者
無
料
職
業

紹
介
所
」
小
出
町
大
字
小
出
島
七
七

八
番
地
（
奮
〇
二
五
七
九
i
二
±
二

七
七
八
）

取
扱
い
日
　
平
日
・
午
前
九
時
～
午

後
四
時
（
土
曜
日
は
正
午
ま
で
）

詳
し
く
は
、
市
社
会
福
祉
事
務
所

（
盈
七
±
．
二
二
内
線
一
二
六
）
へ

㊦
㊧
◎
㊧
④
⑳
◎
㊨

郡
市
連
絡
協
議
会
総
会
を

開
催

　
郡
市
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
ど
は
、

知
恵
の
遅
れ
て
い
る
子
供
や
大
人
の

保
護
者
が
中
心
に
な
り
、
そ
の
運
動

の
主
旨
に
賛
同
す
る
人
が
参
加
し
て

い
る
集
主
り
で
す
。

　
同
会
で
は
、
つ
ぎ
の
日
程
で
総
会

達
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
，

「植林の苗木注文と補助庫請を
i受付ています。
　今年の秋に造林を計画されている方は、苗
木び）注文と補助申請び）手続きを、森林組合で

受付けていますび）で申請してください・
i・申請期限8月25日

i■申請場所　十日町森林組合
i■持参するもの　◇植林計画地全部び）大字・
‡

…
字・地番を控えたも4）◇現地び）位置図◇印鑑

■注文数量　杉50本以上・桐5本以上
1L　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿

　　左、・ヅ・　　た膠一
露1』ノ　葛。畠
　　　　　　たばこ占い

　たばこの吸い方、消し方によって性格を判断するこ

総1藪驚ll灘
ll　1藁灘繊1難1

きも十分。
囹手のひらて口をおおうようにして吸う人は、寂しさ

をカムフラーシュしている内気なタイブ．

　一方たばこの消し方から判断すると　　一一一

囹灰ざらの端に軽くあてて灰を落すのは、他入に対す

る思いやりがあり、感情をおさえることのてさる人。

囹灰ざらにおしつけて消す人は決断力に富んだ行動派．

難撒豊黒、5鰹甑蕪i

を
開
き
ま
す
．
当
日
は
未
就
学
児
、

就
学
児
（
含
施
設
内
就
学
児
）
、
卒
業

後
の
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
わ
か
れ
て

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
の
問
題
点
、
悩
み
、

提
案
等
の
話
し
合
い
を
す
る
予
定
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
各
グ
ル
㌧
フ
に
経
験
あ
る
助
言
者

が
つ
き
ま
す
の
で
、
会
員
の
方
々
は

も
ち
ろ
ん
、
関
心
を
寄
せ
て
い
る
方

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
．

　
日
時
　
八
月
二
卜
日
側
　
午
後
一

時
～
四
時

　
場
所
　
＋
日
町
市
市
民
会
館

渡
辺
市
松
さ
ん
に

　
　
　
　
厚
生
大
臣
表
彰

　
こ
の
ほ
ど
、
渡
辺
市
松
さ
ん
⑫
1

袋
町
中
1
が
厚
生
大
臣
表
彰
を
う
け

ま
し
た
。

　
渡
辺
さ
ん
は
、
昭
和
二
卜
』
一
年
か

ら
五
十
二
年
十
一
月
三
十
日
ま
で
の

二
十
九
年
間
民
生
委
員
を
務
め
ら
れ
、

そ
の
永
年
に
わ
た
る
功
績
が
認
め
ら

れ
た
も
の
で
す
。

建
物
競
売
入
札
公
告

　
　
つ
ぎ
の
と
お
り
旧
自
動
車
検
査

場
の
建
物
を
公
売
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
《
十
日
町
市
》

■
競
売
物
件
の
所
在
地
　
吉
田
山
谷

■
競
売
物
件
　
木
造
ト
タ
ン
葺
平

屋
建
一
棟
一
八
丁
八
三
平
方
冒

　
■
物
件
下
見
案
内
　
昭
和
互
十
三

年
八
月
十
八
日
午
後
一
時
半
～
二

時
（
現
地
集
合
）

■
入
札
日
時
　
昭
和
五
十
、
二
年
八

月
十
八
日
午
後
三
時

巳
入
札
場
所
　
市
役
所
小
会
議
室

旧
入
札
保
証
金
　
各
自
見
積
額
の

百
分
の
五
以
上

　
■
詳
細
問
い
合
せ
先
　
十
日
町
市

役
所
開
発
課
（
唇
七
±
．
二
一
一

内
線
二
一
八
）



博
ミ
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牽　
十
目
町
雪
ま
つ
り
は
、
昭
和
二
十

五
年
に
第
一
回
が
開
催
さ
れ
て
以
来

十
日
町
市
民
が
深
雪
を
の
り
越
え
て

集
う
冬
の
饗
宴
と
し
て
、
年
々
盛
大

に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
お

り
、
来
年
二
月
の
開
催
で
．
．
．
十
回
を

数
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
、

　
雪
ま
つ
り
委
員
会
て
は
、
、
．
．
レ
回

を
記
念
し
て
各
種
行
事
の
計
画
を
策

定
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
一
環
と
し

て
「
↑
目
町
雪
ま
つ
り
シ
ン
ボ
ル
マ

ー
ク
」
を
募
集
す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。　
テ
ー
マ
は
、
十
日
町
雪
ま
つ
り
に

ふ
さ
わ
し
く
、
特
に
雪
国
の
生
活
を

明
る
く
楽
し
い
も
の
に
し
よ
う
と
す

る
雪
ま
っ
り
と
、
絹
織
物
の
発
展
を

象
徴
し
た
も
の
に
し
ま
す
。

　
募
集
内
容
は
つ
ぎ
の
と
お
リ
ィ
．
＼

人
賞
作
品
は
雪
ま
つ
り
に
ち
な
む
各

種
作
品
、
広
告
、
印
刷
物
等
に
使
用

す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
、

幽
募
集
内
容

●
大
き
さ
　
十
穂
．
四
方
の
枠
内
に
お

さ
ま
る
も
の

●
色
数
　
地
色
を
含
め
て
、
一
色
以
内

●
締
切
　
八
月
．
．
．
十
一
日

●
応
募
先
　
十
日
町
市
役
所
商
工
課

●
授
賞
　
入
選
一
点
　
賞
金
二
万
円

佳
作
五
点
　
賞
金
各
．
．
一
千
円

●
審
査
　
雪
ま
つ
り
企
画
宣
伝
部
会

が
行
う

●
発
表
　
市
報
そ
の
他
に
発
表
す
る

と
と
も
に
入
選
者
に
通
知
す
る
。

　
応
募
作
品
は
返
却
せ
ず
、
版
権
は

十
日
町
雪
ま
つ
り
委
員
会
に
属
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
．
、

　
そ
の
ほ
か
詳
細
は
、
市
・
商
工
課

（
雪
七
ー
．
』
一
二
内
線
二
四
じ

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の
ほ
か

に
も
、
雪
ま
つ
り
全
体
に
対
す
る
市

民
の
み
な
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
等
を
募

集
す
る
予
定
’
、
、
す
。
　
（
次
号
以
ド
の

市
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

新
潟
県
勤
労
者
美
術
展
に

　
　
　
　
　
　
　
　
応
募
し
ま
せ
ん
か
ノ

　
第
二
十
八
回
新
潟
県
勤
労
者
美
術

展
が
、
十
月
二
十
六
目
～
二
十
九
日

ま
で
新
潟
県
美
術
博
物
館
（
県
民
会

館
）
を
会
場
に
行
わ
れ
ま
す
．

　
県
で
は
つ
ぎ
の
要
項
に
よ
り
作
品

を
募
集
し
ま
す
．

◆
応
募
資
格
　
県
内
の
事
業
所
等
（
官

公
庁
・
学
校
を
含
む
）
に
勤
務
す
る

人
。◆
作
品
　
各
部
門
と
も
一
人
二
点
以

内
で
未
発
表
の
も
の
．

…　　　50・　・
第第第号第第
四四三以二一
部部部内部部

目
本
画
（
5
0
号
以
内
）

洋
画
（
版
画
を
含
む
、

彫
塑
工
芸
書
（
ハ
ガ
キ
大
の
釈
文

を
作
品
裏
面
に
は
る
こ
と
）

・
第
六
部
　
写
真

◆
応
募
　
所
定
の
申
込
書
に
よ
り
九

月
一
日
囲
～
九
月
三
十
日
因
ま
で
に

長
岡
労
政
事
務
所
小
出
支
所
（
北
魚

沼
郡
小
出
町
大
塚
新
田
　
盈
、
、
）
、
一
五

七
九
i
口
－
二
二
一
］
）
に
、
応
募

手
数
料
、
『
点
に
つ
き
五
百
円
を
添

え
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
、

◆
審
査
・
展
示
・
発
表
　
・
応
募
作

品
は
す
べ
て
審
査
を
行
い
、
人
選
作

品
を
展
示
す
る
。
審
査
結
果
の
発
表

は
入
選
者
あ
て
に
通
知
す
る
．
、

◆
表
彰
　
知
事
賞
・
新
潟
市
長
賞
他

◆
搬
入
・
搬
出
　
搬
入
・
搬
出
は
応

募
者
が
行
う
．

・
搬
入
は
十
月
二
十
四
日
午
前
十
時

か
ら
午
後
四
時
ま
で
．

・
搬
出
は
十
月
二
十
九
日
午
後
四
時

か
ら
四
時
五
十
分
ま
で
及
び
、
．
、
一
十

日
午
前
十
時
か
あ
午
後
三
時
ま
て
。

▼
詳
細
は
小
出
支
所
ま
た
は
、
新
潟

県
商
工
労
働
部
労
働
福
祉
係
（
8
二

、
、
丁
五
五
一
一
内
線
一
．
、
二
八
八
）
へ

（第3種郵便物認可）昭和53年8月10日
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◎老齢年金を請求するまえに
　国民年金の老齢年金と通算老齢年金は、原則として65歳からうけら

れますが、年金は本人が請求しないと貰えない仕組みになっているこ

とを意外と知らない人が多いようです。

　年金を貰うには、市民課国民年金係の窓口で「裁定請求」の手続き

をとらなければなりません。

　請求する際は「国民年金老齢年金裁定請求書」に国民年金の記号番

号、氏名、住所、支払い金融機関などを忘れずに記入して提出してく

ださい。

　それに、通算老齢年金を請求ずる場合には、他の年金制度との通算を

確認する書類（通算対象期間確認通知書、年金証書または恩給証書）

が必要となります。

　65歳一これは、国民年金の老齢年金支給年齢ですが、本人の希

望により60歳から64歳までの間なら、いつでも年金を繰上げて請求す

ることができます。しかし、この場合び）年金額は一生減額されたまま

ですし、年金額が増額されるたびに、65歳からの満額年金との差は広

がる…方とな1）ます。

　長い老後をたよりにできるのは、年金ではないでしょうか。健康に全

く自信がない……という方は別として、やはり満額年金をもr）った方

がよさそうです。

◎こんなとき、こんな届を

◎禽・㊦・鞭蝋篶難憲讐隻鮮
　　　　　切θ　　　年金を引き続いて受けるためには「現況届』

　　　　　　　　　を定期的に、また、住所がかわったり、支払い

　　　　　　　　　通知書の紛失など、事情の変化や事故があった

　　　　　　　　　ときは、そのつど「届出」をすることが必要で

　　　　　　　　　す。

　この「届出」を怠ると、年金の支払いがストップしたり、支払い通

知書が届かなかったりするなどのさしさわりが生じることになります

　老齢年金と通算老齢年金に関する事務は、東京にある社会保険庁の

業務課で、電子計算機を使って行才）れています。ここでは年金証書の

記号番号と生年月日をよりどころにして事務処理をしていますので、

「誤った届書」を提出しますと、正しい処理ができないため、年金の

支払いが遅くなる原因となります。

　届出にあたっては、年金証書の記号番号と生年月日を正しくはっき

1）と書くようにしましょう。

　なお、郵便局を通じて年金を受けている人は「支払通知書」の発行

日から1年を過ぎると、年金は郵便局の窓口で受けとることができな

くな1）ますので、すみやかに年金を受けとるようにしましょう。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
先

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出
金
東
金
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
提
年

ゆ
翻
榊
轍
旙
齢
抑
尉
屠
㈱
脳
妙
書の
都
軸
囎
根

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
日
く
届
◎◎老齢年金と通算老齢年金

　〒167東京都杉並区高井戸西3－5－24　社会保険庁業務課

◎障害年金などの年金

　市民課国民年金係窓口（唇7－3111番内線218）

●
お
も
な
届
出
（
年
金
受
給
者
）

届
出
を
必
要
と

す
る
場
合

届
出
な
ど
の
名
前

提
出
期
限

毎
年
引
き
続
い
て
年

金
の
支
払
い
を
う
け

よ
う
と
す
る
と
き

国
民
年
金
受
給
権
者

現
況
届

毎
年
2
月
1
5
日

（
老
齢
年
金
な
ど
）

毎
年
5
月
31
目

（
障
害
年
金
な
ど
）

氏
名
を
か
え
た
と
き

年
金
受
給
権
者
氏
名

変
更
届

14

日
以
内

住
所
・
支
払
機
関
を

か
え
た
と
き

年
金
受
給
権
者
住
所
・

支
払
機
関
変
更
届

14

日
以
内

年
金
証
書
を
な
く
し

た
り
し
た
と
き

年
金
証
書
再
交
付
申

請
書

そ
の
つ
ど

支
払
通
知
書
を
な
く

し
た
り
し
た
と
を
覧

支
払
通
知
書
亡
失
届

そ
の
つ
ど

二
つ
以
上
の
年
金
を

う
け
る
権
利
を
得
た

シ
い
去
」

国
民
年
金
受
給
選
択

申
出
書

す
み
や
か
に

十
九
万
八
千
円
未
満

の
老
齢
年
金
を
う
け

て
い
る
人
が
障
害
者

に
な
っ
た
と
き

国
民
年
金
老
齢
年
金

額
改
定
請
求
書

障
害
者
と
な
っ
た

と
キ
」

年
金
を
う
け
て
い
た

人
が
死
亡
し
た
と
き

国
民
年
金
受
給
権
者

死
亡
届

14

日
以
内

未
支
給
年
金
を
う
け

よ
う
と
す
る
と
き

国
民
年
金
未
支
給
年

金
支
給
請
求
書

す
み
や
か
に

◆
年
金
で
安
心
で
き
る
老
後
を

（第3種郵便物認可》昭和53年8月10日とお”93㎝9）

青
少
年
ホ
ー
ム

教
養
講
座
第
二
期
生
募
集
ノ

ー
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
で
は
、
教
養

講
座
第
二
期
生
を
、
つ
ぎ
の
と
お
り

募
集
し
て
い
ま
す
。
受
講
希
望
の
方

は
、
教
材
費
を
添
え
て
ホ
ー
ム
事
務

室
へ
申
込
み
く
だ
さ
い
。
（
8
七
－

八
九
一
八
番
）

受
講
資
格
　
市
内
に
働
く
十
五
歳
～

二
十
五
歳
ま
で
の
勤
労
青
少
年

開
講
期
間
　
■
き
も
の
着
付
（
本
科
）

九
月
～
十
】
月
（
十
二
回
）
　
■
茶

道
・
花
道
・
料
理
　
十
月
～
三
月
（
六

ヵ
月
）

受
講
料
　
無
料
（
教
材
費
実
費
負
担
）

受
講
申
込
み
締
切
り
　
■
き
も
の
着

講
座
名

曜
　
　
　
日

募
集
人
数

流
派

教
材
費

講
　
　
　
　
　
師

き
も
の
着
付

（
本
科
）

金
　
曜
　
日

十
五
名

長
沼
式

三
千
円

田
村
恭
子
先
生

茶
　
　
道

月
　
曜
　
日

十
三
名

宗
偏
派

月
　
千
円

徳
永
久
美
子
先
生

花
　
　
道

毎
月
第
丁
第
二
禾
曜

二
十
名

草
月
流

月千
二
百
円

太
田
千
代
子
先
生

料
　
　
理

毎
月
第
丁
第
三
水
曜

二
十
名

月　
八
百
円

田
ロ
ヤ
ス
子
先
生

高
梨
泰
子
先
生

付
（
本
科
）
八
月
．
、
一
十
一
目
困
　
■
茶

道
・
花
道
・
料
理
九
月
二
十
五
日

則

魚
沼
高
齢
者
無
料
職
業
紹

介
所
が
開
設
さ
れ
ま
し
た

　
こ
の
た
び
、
小
出
町
に
新
し
く
「
魚

沼
高
齢
者
無
料
職
業
紹
介
所
」
が
開

設
さ
れ
ま
し
た
。

　
働
く
意
志
と
能
力
の
あ
る
人
に
は

ど
な
た
で
も
就
職
相
談
に
応
じ
、
そ

の
人
の
体
力
や
経
験
、
能
力
に
応
じ

た
仕
事
を
考
え
、
ふ
さ
わ
し
い
仕
事

を
お
世
話
す
る
機
関
イ
．
、
す
。

　
職
業
の
こ
と
以
外
で
も
高
齢
者
の

生
活
相
談
な
ど
に
も
応
じ
て
い
ま
す
．

　
年
は
と
っ
て
も
働
い
て
社
会
の
た

め
に
な
っ
た
り
、
生
活
の
安
定
を
は

か
り
た
い
と
い
う
方
は
気
軽
に
お
で

O
O
8
8
8
0
リ
リ
の
O
O
O
O
8
0
0
8
8
0
ゐ
O
の
0
ゐ
の
ら
ゆ
の
8
0
0
0
ゐ
8
0
り
8
0
り
8
8
8
ゆ
6
0
の
O
O
O
O
O
の
O
の
O
O
8
8
8
0
の
O
の
ゆ
め
O
O

　
　
　
　
　
　
　
　
ま
　
ち
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
　
だ
　
い

こ
だ
ま
号
の
ま
わ
り
は
　
た
．
自
動
車
文
庫

写
真
左
子
供
で
い
っ
ぱ
い
臥
藍
覇

夏
休
み
も
、
も
う
半
分
終
り
ま
し
　
　
供
で
い
っ
ぱ
い
で

す
。
テ
ー
マ
音
楽

が
聞
え
る
と
、
あ

ち
こ
ち
か
ら
子
供

さ
ん
が
集
ま
『
っ
て
き
ま
す
．
こ
だ
ま

号
は
千
二
百
冊
余
の
本
を
積
ん
で
巡

廻
し
て
い
ま
す
が
、
夏
休
み
に
は
特

に
子
供
用
の
図
書
を
い
っ
ぱ
い
積
ん

で
い
ま
す
。
　
　
　
〈
四
日
町
に
て
〉

“
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
写

コ
ミ
の
不
法
投
棄
　
真
右

　
市
民
の
環
境
思
想
の
向
上
に
ょ
っ

て
、
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
は
な
く
な
っ

て
い
た
の
で
す
が
、
最
近
、
細
尾
地

内
に
大
量
の
ゴ
ミ
が
捨
て
て
あ
り
ま

し
た
．
不
法
投
棄
さ
れ
た
ゴ
ミ
は
、

捨
て
た
人
に
か
た
ず
け
て
も
ら
う
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
た
い
て
い
誰

が
捨
て
た
か
わ
か
る
も
の
ズ
、
す
．

　
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
を
見
つ
け
た
ら

環
境
課
（
8
七
⊥
一
二
一
一
内
線
二

二
五
）
へ
．
こ
連
絡
く
だ
さ
い
．

か
け
く
だ
さ
い
。

　
働
く
意
欲
の
あ
る
高
齢
者
を
職
場

に
た
く
み
に
配
置
し
て
、
よ
い
結
果

を
得
た
例
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
，

　
人
手
を
求
め
て
お
ら
れ
る
方
は
、

仕
事
の
内
容
を
検
討
の
う
え
、
高
齢

者
の
能
力
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
．

申
込
先
　
　
「
魚
沼
高
齢
者
無
料
職
業

紹
介
所
」
小
出
町
大
字
小
出
島
七
七

八
番
地
（
奮
〇
二
五
七
九
i
二
±
二

七
七
八
）

取
扱
い
日
　
平
日
・
午
前
九
時
～
午

後
四
時
（
土
曜
日
は
正
午
ま
で
）

詳
し
く
は
、
市
社
会
福
祉
事
務
所

（
盈
七
±
．
二
二
内
線
一
二
六
）
へ

㊦
㊧
◎
㊧
④
⑳
◎
㊨

郡
市
連
絡
協
議
会
総
会
を

開
催

　
郡
市
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
ど
は
、

知
恵
の
遅
れ
て
い
る
子
供
や
大
人
の

保
護
者
が
中
心
に
な
り
、
そ
の
運
動

の
主
旨
に
賛
同
す
る
人
が
参
加
し
て

い
る
集
主
り
で
す
。

　
同
会
で
は
、
つ
ぎ
の
日
程
で
総
会

達
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
，

「植林の苗木注文と補助庫請を
i受付ています。
　今年の秋に造林を計画されている方は、苗
木び）注文と補助申請び）手続きを、森林組合で

受付けていますび）で申請してください・
i・申請期限8月25日

i■申請場所　十日町森林組合
i■持参するもの　◇植林計画地全部び）大字・
‡

…
字・地番を控えたも4）◇現地び）位置図◇印鑑

■注文数量　杉50本以上・桐5本以上
1L　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿

　　左、・ヅ・　　た膠一
露1』ノ　葛。畠
　　　　　　たばこ占い

　たばこの吸い方、消し方によって性格を判断するこ

総1藪驚ll灘
ll　1藁灘繊1難1

きも十分。
囹手のひらて口をおおうようにして吸う人は、寂しさ

をカムフラーシュしている内気なタイブ．

　一方たばこの消し方から判断すると　　一一一

囹灰ざらの端に軽くあてて灰を落すのは、他入に対す

る思いやりがあり、感情をおさえることのてさる人。

囹灰ざらにおしつけて消す人は決断力に富んだ行動派．

難撒豊黒、5鰹甑蕪i

を
開
き
ま
す
．
当
日
は
未
就
学
児
、

就
学
児
（
含
施
設
内
就
学
児
）
、
卒
業

後
の
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
わ
か
れ
て

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
の
問
題
点
、
悩
み
、

提
案
等
の
話
し
合
い
を
す
る
予
定
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
各
グ
ル
㌧
フ
に
経
験
あ
る
助
言
者

が
つ
き
ま
す
の
で
、
会
員
の
方
々
は

も
ち
ろ
ん
、
関
心
を
寄
せ
て
い
る
方

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
．

　
日
時
　
八
月
二
卜
日
側
　
午
後
一

時
～
四
時

　
場
所
　
＋
日
町
市
市
民
会
館

渡
辺
市
松
さ
ん
に

　
　
　
　
厚
生
大
臣
表
彰

　
こ
の
ほ
ど
、
渡
辺
市
松
さ
ん
⑫
1

袋
町
中
1
が
厚
生
大
臣
表
彰
を
う
け

ま
し
た
。

　
渡
辺
さ
ん
は
、
昭
和
二
卜
』
一
年
か

ら
五
十
二
年
十
一
月
三
十
日
ま
で
の

二
十
九
年
間
民
生
委
員
を
務
め
ら
れ
、

そ
の
永
年
に
わ
た
る
功
績
が
認
め
ら

れ
た
も
の
で
す
。

建
物
競
売
入
札
公
告

　
　
つ
ぎ
の
と
お
り
旧
自
動
車
検
査

場
の
建
物
を
公
売
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
《
十
日
町
市
》

■
競
売
物
件
の
所
在
地
　
吉
田
山
谷

■
競
売
物
件
　
木
造
ト
タ
ン
葺
平

屋
建
一
棟
一
八
丁
八
三
平
方
冒

　
■
物
件
下
見
案
内
　
昭
和
互
十
三

年
八
月
十
八
日
午
後
一
時
半
～
二

時
（
現
地
集
合
）

■
入
札
日
時
　
昭
和
五
十
、
二
年
八

月
十
八
日
午
後
三
時

巳
入
札
場
所
　
市
役
所
小
会
議
室

旧
入
札
保
証
金
　
各
自
見
積
額
の

百
分
の
五
以
上

　
■
詳
細
問
い
合
せ
先
　
十
日
町
市

役
所
開
発
課
（
唇
七
±
．
二
一
一

内
線
二
一
八
）
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臥
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飲
料
水
の

受
水
槽
を
設
置
し
て
い
る
方
に
〃

　
社
会
環
境
や
生
活
環
境
の
変
化
に

伴
い
、
飲
料
水
の
供
給
に
係
る
設
備

装
置
（
受
水
槽
等
）
が
大
規
模
化
、

複
雑
化
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
．

　
こ
の
た
び
水
道
法
が
改
正
さ
れ
、

県
で
は
新
た
に
「
受
水
槽
以
ド
」
の

給
水
施
設
の
設
置
届
出
、
な
ら
び
に

清
掃
等
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
指
導

要
綱
を
制
定
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
届
出
、
維
持
管
理
の
説

明
会
を
つ
ぎ
に
ょ
り
開
催
し
ま
す
の

で
、
受
水
槽
を
設
置
し
て
い
る
方
は

必
ず
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時
　
八
月
二
十
二
日
㈹
　
午
後
一

時
半
～
四
時
半

会
場
　
市
役
所
四
階
大
会
議
室

　
　
　
の
器
灘
郵
。

かしこい消費者　⑲

き
ρ
茎
事
軍
ま
き
ヌ
…

持
参
す
る
も
の
　
筆
記
用
具

　
な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
市
・
水

道
課
（
8
七
㌧
、
二
『
内
線
二
四

五
～
二
四
七
）
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

調
停
相
談
会
開
催
の

　
　
　
　
　
　
　
お
知
ら
せ

　
日
本
調
停
協
会
連
合
会
、
新
潟
県

調
停
協
会
、
十
日
町
地
区
調
停
協
会

で
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
調
停
相
談
会

を
開
催
し
ま
す
、

日
時
　
八
月
．
．
．
卜
日
困
　
午
前
十
時

～
午
後
↓
．
一
時
ま
で

会
場
　
卜
日
町
市
公
民
館
　
四
階
学

　
　
　
　
製
古
場
　
　
￥
す
で

　　　　　　　　　　　　　　　　不用品交換会6

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お知ら

　　　　　　　　　　　　　　　　　十日町市消費者協

　　　　　　　　　　　　　　　　では、昨年第1回不
　　　　　　　　　　　　　　　　品交換会を行いまし

　　　　　　　　　　　　　　　　が、たいへん好評て

　　　　　　　　　　　　　　　　たので、今年第2回
　　　　　　　　　　　　　　　　交換会を開きます。

　■日時…9月10日（目）11日（月）10時～5時まで

　■会場…十日町市農協福祉会館3階ホール

　o受付…8月1日より9月5目まで
　　　　　市役所商工課内十日町市消費者協会事務局
　内容については、贈答用品、家庭用品、育児用品、電気

品、衣類（新品またはこれに近いもの）等とし、新品、中

を問いませんが故障や破損のひどいものはおことわりする

合もあります。

　なお、会場の都合により大型なもの（車、バイク、自転車

家具等）については展示できませんので、目録のみとしま
が、持ち運びできる小型なものぼ5いては直接＼事務局ま

ご持参ください。

灘

習
室
相
談
担
当
者
　
新
潟
地
方
家
庭
裁
判

所
所
属
調
停
委
員
（
新
潟
県
弁
護
士

会
所
属
弁
護
士
調
停
委
員
を
含
む
）

相
談
内
容
　
宅
地
、
建
物
ま
た
は
金

銭
の
貸
し
借
り
、
土
地
の
境
界
、
交

通
事
故
、
夫
婦
や
親
子
兄
弟
、
そ
の

他
家
庭
内
、
親
族
間
の
も
め
ご
と
等

に
つ
い
て
の
悩
み
、
こ
と
。

寄
付
あ
り
が
と
う

社
会
福
祉
事
業
へ

　
▼
山
口
清
蔵
（
稲
荷
町
一
）
二
万

円
（
香
典
返
し
）
　
潭
内
藤
直
義
（
控

　
　
　
　
。
て
つ
を
＼
し
琶

　
　
で
た
り
切
ど
君
力
や
。

　
　
前
し
つ
を
な
行
協
コ
た

唇
の
ま
ま
木
り
和
も
イ
し

　
　
塔
れ
お
の
と
飛
入
9
ま

り
夜
わ
の
じ
草
窟

大
い

っ
粁
崩
麟
璃
隆
鮒
ズ

ま
二
り
三
が
わ
葺
団
を
禅
，

　
　
の
つ
十
子
ま
今
年
花
を

じ
沢
ま
二
男
の
。
少
　
り

み
莞
囎
聡
協
蚤

も
　
＼
も
つ
年
子
ま
な
を
し

　
　
臼
の
ま
少
女
し
君
じ
意

敦
2
3
ら
じ
は
＼
備
明
み
用

　
　
月
が
み
昔
て
準
茂
も
を

　
　
7
な
も
。
き
て
脅
＼
稽

　
　
　
昔
　
す
て
し
葉
て
銭

　
　
　
　
　
　
多
き
螢
A

木
）
千
円
　
▼
桑
原
正
治
（
新
座
）

十
日
町
・
中
条
病
院
に
生
花
　
▼
・

　
ー
ダ
リ
ー
ク
ラ
ブ
　
盲
人
用
杖
四
本

　
▼
東
北
電
力
卜
日
町
分
会
青
年
部

　
二
万
二
千
七
百
し
レ
円

妙
高
高
原
地
す
べ
り
救
済
金

　
▼
本
町
東
一
婦
人
会
　
瓦
千
円

宮
城
県
沖
地
震
救
済
金

　
▼
本
町
東
一
婦
人
会
　
互
千
円

停
電
の
お
知
ら
せ

　
▼
八
月
十
八
日
囲
　
午
前
九
時
～

正
午
ま
で
　
川
治
上
町
、
川
治
中
町

川
治
下
町
第
三
の
一
部
、
内
後

～
～
ン
、
～
～
き
ぐ
．
’
覧
・
～
竃
～
・
5
き
ぐ
く
』
ー
多
・
－
、
ぐ
・

　
飼
か
警
、

　
水
道
課
は
、
』
．
つ
の
係
・
．
一
レ
六

名
て
、
つ
ぎ
の
仕
事
を
担
当
し
て
い

ま
す
、

　
事
務
係
　
水
道
料
金
の
計
算
・
集

金
・
L
事
費
な
ど
運
営
に
必
要
な
資

金
の
調
達
と
支
払
い
な
ど
会
計
事
務

及
び
一
般
庶
務
、

　
工
務
係
　
給
水
工
事
申
し
込
み
の

受
付
と
・
〆
、
の
r
事
内
容
の
審
査
・
承

認
、
ろ
う
水
調
査
な
ど
事
故
発
生
の

予
防
と
事
故
現
場
の
処
理
、
水
源
地

や
配
水
池
等
施
設
の
維
持
管
理
、
新

規
事
業
や
西
良
L
事
の
設
計
と
実
施

等
．

多
多
、
…

ち
ぜ
豆

鵯
わ
ノ

妙情綱

▼
八
月
レ
八
目
囲
　
午
前
八
時
．
．
．
レ

分
～
正
午
主
イ
、
・
　
高
田
町
．
、
r
目
西

の
一
部
、
島
の
一
部
、
千
代
田
町
の

一
部
、
稲
荷
町
四
丁
目
の
一
部
　
▼

八
月
二
十
八
日
㈲
　
午
前
八
時
～
午

後
一
時
ま
で
　
本
町
七
丁
目
一
∴
一

の
各
一
部
、
四
日
町
新
田
第
．
』
、
南

新
田
町
の
一
部
▼
八
月
二
卜
九
日

図
　
午
前
九
時
～
正
午
ま
で
　
城
之

　
（
’
も
フ
τ

　
き
辛
み
辰
い

夕
∬
歎
杁

（
う
ひ
ひ
は
遷
鴻
（

ザ
ー

サ

リ
　
㌔
　
。
ザ
～

～
　
」

　
も
Q
。

　
　
　

　
＆
9
宏
し
ヒ

、
寸
～
　
　
～

訟
リ
～

隻
へ？《
迦
　
曾

ザ
ー
ヒ

よ
（
ぷ
5
ぬ
・

バ
」
リ
ツ
忘

石
．
（
ジ
逼
し
㌣

　
　
誹
良
い
蒐

、
乳
9
●

1
敗
・
　
　
ド動

一
　
浄
配
水
係
　
上
水
道
の
水
源
ホ
ン

7
窪
転
と
管
理
各
水
源
●
配
水

施
設
の
維
持
管
理
と
水
質
の
管
理
等
．

一
　
な
お
、
浄
配
水
係
は
、
六
人
で
、
一

一
十
四
時
間
．
一
』
交
替
勤
務
を
し
て
い

一
ま
す
の
で
、
休
日
や
夜
間
ξ
も
水
道

一
管
の
破
裂
事
故
な
ど
急
を
要
す
る
こ

と
が
お
き
ま
し
た
ら
遠
慮
な
く
こ
連

絡
く
だ
さ
い
。
（
鱈
、
一
王
．
九
丘
九
）

深
夜
で
も
緊
急
の
場
合
は
、
電
話
連

絡
で
職
員
を
召
集
し
出
勤
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
、
し
か
し
、
普
段

は
常
時
待
機
は
し
て
い
ま
せ
ん
の
で

連
絡
を
い
た
だ
い
て
か
ら
、
一
時
間

く
ら
い
の
余
裕
を
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
水
道
課
長
小
海
）

　
古
の
、
部
　
▼
九
月
四
日
㈲
　
午
前

　
ぺ
時
～
正
午
ま
で
　
吉
田
山
谷
の
一

　
部
、
稲
葉
の
一
部

　
　
　
　
　
　
　
　
』

惨
ヒ
げ
2
　
齢

　
○
水
田
利
用
再
編
対
策
の
転
作
計
画

実
績
が
ま
と
主
り
ま
し
た
．
十
日
町

市
は
目
標
面
積
を
．
、
．
十
％
上
回
っ
て

　
い
ま
す
，
ご
協
力
い
た
だ
い
た
農
家

　
の
皆
さ
ん
に
お
礼
申
し
あ
げ
虫
す
，

　
〇
六
箇
ニ
ツ
屋
弁
天
池
に
二
千
年
蓮

　
が
満
開
で
し
た
・
二
千
年
蓮
保
存
会

　
の
俵
山
長
松
さ
ん
や
会
員
の
皆
さ
ん

　
の
手
人
れ
で
、
二
百
株
余
の
見
事
な

　
蓮
池
に
な
り
ま
し
た
　
弁
天
池
の
周

　
囲
に
は
遊
歩
道
も
切
ら
れ
て
い
ま
す
．

　
○
毎
年
八
月
号
の
市
報
は
特
集
号
で

　
す
，
水
田
再
編
対
策
、
決
算
報
告
、

　
老
人
家
庭
奉
仕
員
の
一
日
な
ど
お
盆

　
休
み
に
ゆ
っ
く
り
お
読
み
ド
さ
い
。

口市勢／人ロ…50，150人（男24，559・女25，591人）／世帯数…I　I，954／面積…211．44k㎡（7月1日現在）
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